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市政
ニュース

目次‥…

Ｉ新世紀の市政を話し合う会

・市役所組織変更のご案内／３人目から出産祝

　金を支給

市長室　■市長コラム
ほっとライン

まちの　回春の園芸フェア／家康行列参加者選考会／リ
話題　　　　トルアーティスト展／桑谷山荘　むらさき定食

まちの　囮城北／三河小町での八丁みそ煮会

特派員だより常磐／ほ、ほーつ／なかなかいいもんだ

声

お知らせ

となりの
トコロ

予告

衷表紙

折り込み

固皆さんからのご意見

皿催し・講座・募集・相談・手続き・その他

固額田町・幸田町からのお知らせ

固４月15日号から市政だよりが変わります

固岡崎フォト浪漫

　市役所・施設等の休日（休館日）一覧
　市役所電話番号一覧

　電話ＦＡＸサービスメニュー表

街角のモニュメントー竹千代像

　新しい年度となりました。今年度は、１日号の

表紙で「街角のモニュメント」を順に紹介します。

　今回は、竹千代橋のたもとにある竹千代像。か

わいらしい顔をした竹千代の着物には、葵の紋が

入っています。一般公募で愛称がつけられた竹千

代mo （殿橋～竹千代橋）は、この時期、桜を楽

しむことができます。 塀蓼

冨ﾉ璽
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市政だより
。

●

平成l3年4月in

1／日　桜まつり(～15I））

　　　　奥殿陣屋春まつり（~i5n）

　　　　粗大ごみ戸別収集と有料化実施

　　　　休日窓口開始（刊I ＝午後5時~9時､土目祝＝午前8時30分～午後9峙）

2／月

3／火

4／水

5／木
-
6／金

-
7／土
-
8／日

-
9／月

-
10／火
-
11／水
-
12／木
-
13／金
-
14／土
-
15／日
-
16／月
-
17／火
-
18／水
-
19／木

20／金

21／土

22／日

23／月

市立中学校入学式・始業式

春の交通安全市民運動（～15日）
市立小学校入学式・始業式

家康行列（午後１時出陣式・
乙川河川敷）

1 時30分出発、伊賀八幡宮→

市立幼稚園入園式

農遊館朝市（おかざき農遊館、午前８時30分～）

福岡商工春まつり（福岡町、～22ロ）

リサイクルの日（リサイクルプラザ.午前９時～午後４時）

五万石藤まつり（岡崎公園藤棚、～J月6 LI)

24／火　農遊館朝市（おかざき農遊館、午前8 mo分～）

25／水

26／木
-
27／金
-
28／土
-
29／日 みどりの目

将棋まつり（岡崎公園、午前10時～）
岡崎こどもまつり（乙川河川敷、午前10時~午後３時）

六ツ美商工まつり（六ツ美市民センター周辺､午前10時～）

30／月　振替休日

　　　　　　　　　市政だよりおかざきは、エコマーク認定の再生紙に環境にやさ

　　。一-　ぶべ。しい大豆油インキで印刷しています。凪100　岡崎市はI SO140D1の認証を取得し､環境保全活動をm極的に
　　Ξｗｗ

§　

推進しています。

　　　　　　　　　　　市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月１日●



新世紀の市政を

話し合う会
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□
Ｕ
新
世
紀
の
市
政
を
話
し
合
う
会

明
日
の
岡
崎
を
と
も
に
考
え
る

　　「私たちの住んでいるまちをもっと良くしたい」、「これからの私たちのま

ちはどんなまちになっていくのか」。そんな皆さんからのご意見、ご質問をお

受けし、今後のまちづくりに反映させていただこうと、市長、助役をはじめ、

各部長が出席し、「新世紀の市政を話し合う会」を開催しました。

　１月17日の甲山会館に始まり、２月27日の六ツ美市民センターまで、市内９

会場で1,500人を超える参加者から、100件以上のご提言をいただきました。

　今回は、その一部をご紹介します。

広
報
課
広
報
広
聴
班
　
ａ
’
八
一
◆
６
４
９
1

新
世
紀
の
市
政
を
話
し
合
う
会
の
内
容
は
、
会
場
ご
と
に
岡
崎
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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ご
み
対
策

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　
東
阿
知
和
町
に
一
般
廃
棄
物
の
埋
立
処

分
場
が
で
き
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
計

画
地
は
青
木
川
に
面
し
、
青
木
川
が
矢
作

川
に
合
流
し
た
あ
と
の
日
名
町
で
は
、
六

供
浄
水
場
の
水
を
取
水
し
て
い
る
。
計
画

地
の
隣
に
は
産
業
廃
棄
物
の
安
定
型
の
処

分
場
、
山
の
反
対
側
に
は
産
業
廃
棄
物
の

中
間
処
理
施
設
が
あ
る
。
国
の
規
制
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
折
、
ど
の
よ
う
な
検
討

が
な
さ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
阿
知
和
は
岡
崎
ぶ
ど
う
の
発
祥

地
で
あ
り
、
風
聞
被
害
が
心
配
さ
れ
る
。
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
問
題

は
後
か
ら
起
こ
っ
て
く
る
。
岡
崎
市
は
ノ

ー
包
装
の
実
施
や
乾
電
池
の
回
収
な
ど
を

全
国
に
先
駆
け
実
施
し
た
環
境
先
進
市
で

あ
り
、
二
十
年
の
計
で
は
な
く
千
年
の
計

で
慎
重
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
現
在
才
栗
町
に
あ
る
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
は
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
処
分
を

開
始
し
、
あ
と
三
年
で
全
て
埋
ま
っ
て
し

ま
う
。
東
阿
知
和
町
の
計
画
は
、
数
年
か

け
て
調
査
検
討
し
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

も
実
施
す
る
な
か
で
、
地
元
の
皆
さ
ん
や

地
権
者
と
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
平
成
十

六
年
度
に
オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ
う
理
解
を

求
め
て
き
た
。

　
ご
心
配
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
十
分

わ
き
ま
え
、
水
の
処
理
に
つ
い
て
は
最
新

の
設
備
を
整
え
、
焼
却
灰
に
つ
い
て
も
流

出
し
な
い
よ
う
セ
メ
ン
ト
で
固
化
す
る
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
、
万
全
の
体
制
を
敷
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
処
理
水
な
ど
の
定
期
的

な
調
査
も
行
っ
て
い
く
。
今
後
と
も
十
分

な
体
制
で
臨
み
た
い
。

３



不
法
投
棄
に
対
す
る
姿
勢

　
四
月
か
ら
の
粗
大
ご
み
収
集
の
有
料
化

に
伴
い
、
不
法
投
棄
が
増
え
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
る
。
市
で
は
、
不
法
投
棄
を
処

罰
す
る
条
例
は
あ
る
か
。
な
い
と
し
た
ら

作
る
意
志
が
あ
る
か
。
市
の
不
法
投
棄
に

対
す
る
姿
勢
を
聞
き
た
い
。

　
現
在
、
岡
崎
市
に
は
、
ポ
イ
捨
て
禁
止

条
例
は
あ
る
が
罰
則
規
定
は
な
い
。
今
後
、

具
体
的
に
罰
則
規
定
を
作
る
か
ど
う
か
と

い
う
論
議
は
し
て
い
な
い
。

　
四
月
一
日
か
ら
は
、
不
法
投
棄
１
１
０

番
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
パ
ト
ロ

ー
ル
体
制
を
現
在
の
二
班
か
ら
四
班
に
充

実
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
地
元
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
市
、
保
健
所
、

警
察
が
一
体
と
な
っ
て
、
迅
速
に
調
査
、

対
処
し
、
通
報
が
あ
れ
ば
不
法
投
棄
さ
れ

た
粗
大
ご
み
を
す
ぐ
に
取
り
に
行
く
よ
う

な
体
制
も
整
え
た
い
。

災
害
対
策

昨
年
の
集
中
豪
雨

　
昨
年
九
月
の
集
中
豪
雨
で
は
市
内
各
地

で
多
大
な
被
害
が
あ
っ
た
が
、
今
後
の
災

害
対
策
は
。

　
早
川
排
水
ポ
ン
プ
場
の
排
水
は
、
八
帖

ポ
ン
プ
場
四
台
と
大
門
ポ
ン
プ
場
二
台
の

ポ
ン
プ
で
対
応
し
、
水
位
設
定
で
起
動
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
流
地

域
の
柿
田
川
か
ら
直
接
早
川
に
排
水
す
る

た
め
の
新
た
な
幹
線
を
計
画
中
で
あ
る
。

　
六
名
の
貯
留
池
が
満
杯
に
な
り
六
名
地

域
に
大
浸
水
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。
水

位
が
上
が
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
警
報
装

置
を
付
け
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
り
、

十
三
年
度
予
算
で
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
東
本
郷
町
、
大
和
町
で
の
被
害
の
も
と

と
な
っ
た
鹿
乗
川
に
関
し
て
は
、
県
は
下

の
安
城
か
ら
改
修
を
進
め
て
お
り
、
岡
崎

の
改
修
ま
で
に
は
相
当
時
間
が
か
か
る
と

思
う
。
そ
れ
ま
で
待
て
な
い
の
で
、
県
と

相
談
し
、
少
し
で
も
川
の
流
下
能
力
を
高

め
、
貯
ま
っ
た
水
を
早
く
下
流
に
流
す
た

め
、
緊
急
改
修
工
事
と
し
て
、
河
道
を
掘

り
下
げ
る
こ
と
や
、
橋
の
補
強
な
ど
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

▲市内各地で被害のあった集中豪雨

消
防
団
の
見
直
し

　
消
防
団
は
、
消
防
署
が
行
う
イ
ベ
ン
ト

で
の
出
し
物
を
練
習
し
て
い
る
と
い
う
感

じ
が
す
る
。
行
事
内
容
も
形
式
張
っ
て
い

　
　
　
●

る
。
も
う
少
し
行
事
を
簡
素
化
し
、
災
害

時
に
対
処
で
き
る
訓
練
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
六
ツ
美
南
部
学
区
で
は
、
消
防
団
の
統

合
が
懸
案
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
に
消
防

団
が
必
要
な
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

地
域
の
諸
事
情
に
配
慮
し
た
定
員
の
配
備

を
お
願
い
し
た
い
。

　
台
風
や
水
害
、
山
崩
れ
な
ど
の
災
害
時

に
消
防
団
が
ど
う
い
う
活
動
を
す
る
か
と

い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
実
践
に
役
立

つ
訓
練
を
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
平

成
十
三
年
度
は
そ
れ
も
含
め
た
行
事
の
見

直
し
を
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

　
ま
た
、
住
民
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
や
少

子
高
齢
化
に
よ
り
、
消
防
団
員
の
定
員
確

保
は
年
々
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
消

防
団
の
組
織
、
定
員
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
進
め
た
い
。
現
在
、
定
員
の
千
七
百
七

十
七
人
を
二
年
く
ら
い
で
千
二
百
人
く
ら

い
に
減
ら
す
見
直
し
の
事
務
的
作
業
を
進

め
て
い
る
。

市
民
生
活

パ
ス
路
線
の
増
設

　
渡
町
に
住
ん
で
い
る
が
、
中
心
部
へ
行

く
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
名
鉄
の
バ
ス

は
、
本
数
も
少
な
く
不
自
由
し
て
い
る
。

車
が
な
い
と
図
書
館
な
ど
の
文
化
施
設
の

利
用
も
で
き
な
い
状
況
だ
。
小
さ
な
バ
ス

で
い
い
か
ら
本
数
を
増
や
し
、
市
民
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
●

へ
は
直
行
バ
ス
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
福
祉
バ
ス
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
事
な
研

究
課
題
で
あ
る
。
市
役
所
か
ら
旧
市
民
病

院
跡
地
、
市
民
病
院
、
中
央
総
合
公
園
と

い
っ
た
公
共
施
設
を
回
る
バ
ス
を
出
す
と

い
う
提
案
が
あ
り
、
名
鉄
束
岡
崎
駅
か
ら

出
せ
な
い
か
考
え
て
い
る
。

li

ｊ
Ｉ
Ｉ
？

▲昨年、実験運行したコミュニティバス

パ
ソ
コ
ン
教
室

　
さ
わ
や
か
交
流
館
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に

希
望
者
が
殺
到
し
て
い
る
。
国
が
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
市
で
も
多
く

の
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

　
現
在
、
さ
わ
や
か
交
流
館
で
行
っ
て
い

る
高
齢
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
、
今

後
は
八
館
で
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
国
か

ら
Ｉ
Ｔ
予
算
も
く
る
の
で
、
三
月
の
議
会

に
は
か
り
、
十
三
年
度
に
は
一
万
人
の
か

た
が
た
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
講
習
会

を
予
定
し
て
い
る
。

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月I日○



新世紀の市政を
話し合う会

▲矢作川堤防

｜

矢
作
川
堤
防
の
整
備

　
矢
作
川
の
日
名
橋
か
ら
矢
作
橋
の
間
の

中
堤
防
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
な
ど
、

自
然
に
親
し
み
、
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が

ら
、
利
用
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
し
て
ほ

し
い
。

　
矢
作
川
右
岸
に
つ
い
て
は
、
水
辺
に
た

く
さ
ん
の
人
が
親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
「
水
辺
の
楽
校
」
と
い
う
愛

称
で
。
国
土
交
通
省
と
整
備
を
し
て
い
く
。

　
日
名
橋
か
ら
矢
作
橋
、
渡
橋
ま
で
の
間

に
自
由
運
動
広
場
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
。
五
年
ぐ
ら
い
先
に
は
立
派
な
も
の

が
出
来
上
が
る
と
思
う
。

医
療
ミ
ス
の
防
止

　
新
聞
で
病
院
の
医
療
ミ
ス
な
ど
が
報
道

さ
れ
て
い
る
。
岡
崎
市
の
安
全
対
策
、
チ

ェ
ッ
ク
機
能
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
命
を
預
か
る
一
番
大
事
な
こ
と
と
し
て
、

医
療
ミ
ス
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。

　
医
療
事
故
へ
の
対
応
は
、
で
き
る
も
の

は
す
ぐ
に
行
っ
て
い
る
。
現
在
。
医
療
事

故
防
止
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
が
、

他
病
院
の
事
故
を
参
考
に
し
な
が
ら
改
訂

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

守
る
よ
う
、
医
療
従
事
者
の
教
育
も
含
め
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
●

都
・
市
］
整
備

旧
市
民
病
院
跡
地

　
旧
市
民
病
院
跡
地
利
用
と
し
て
、
温
水

プ
ー
ル
あ
る
い
は
福
祉
施
設
、
老
人
専
門

病
院
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
く
着
工
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
民
間
活
力
を
導
入
す
る
手
法
も
考
え
な

が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
し
て
い

る
公
共
施
設
を
見
定
め
て
い
き
た
い
。

　
四
月
か
ら
は
、
暫
定
利
用
と
し
て
管
理

棟
は
市
役
所
の
分
庁
舎
、
空
き
地
は
広
場

な
ど
と
し
て
市
民
の
利
用
に
供
す
る
が
、

恒
久
的
な
方
向
と
し
て
は
、
昨
年
開
い
た

市
民
の
意
見
を
聞
く
会
で
、
老
人
専
門
病

院
や
お
年
寄
り
の
健
康
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

老
人
福
祉
施
設
、
あ
る
い
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

音
楽
ホ
ー
ル
な
ど
を
配
置
し
て
は
と
の
声

も
あ
っ
た
。
中
心
市
街
地
を
含
め
た
全
市

的
な
公
共
施
設
の
適
性
配
置
を
考
え
な
が

ら
決
め
て
い
き
た
い
。

▲４月から暫定利用される旧市民病院跡地

▲現在の図書館

新
図
書
館
構
想

　
新
図
書
館
の
構
想
が
あ
る
が
、
建
設
用

地
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
に
も
図
書
室
が
あ
る
の
で
、

図
書
カ
ー
ド
を
共
通
の
も
の
に
し
て
は
ど

う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
図
書
検

索
を
す
る
よ
う
だ
が
、
後
で
手
直
し
を
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
作
っ
て
ほ
し
い
。

　
現
在
の
図
１
　
館
は
で
き
て
か
ら
三
十
年

が
経
ち
、
手
狭
に
な
っ
て
い
る
。
情
報
化

の
新
し
い
要
望
に
対
応
す
る
た
め
の
新
図

書
館
建
設
基
金
が
二
十
五
億
円
あ
り
、
建

設
場
所
の
候
補
地
と
し
て
、
中
心
市
街
地
、

岡
崎
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
旧
市
民
病
院
跡

地
、
中
央
総
合
公
園
の
一
角
の
四
ヵ
所
で

検
討
し
て
き
た
。
現
在
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
中
心
市
街
地
の
中
で
考
え
て
い
る
。

　
議
会
で
の
図
書
館
建
設
特
別
委
員
会
も

動
き
出
し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報

開
示
し
な
が
ら
意
見
を
伺
う
な
ど
、
市
民

に
と
っ
て
一
番
良
い
図
書
館
を
建
設
す
る

よ
う
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
各
市
民
セ
ン

タ
ー
の
図
書
室
と
の
連
携
、
図
書
館
カ
ー

ド
の
共
通
化
も
新
図
書
館
構
想
の
中
に
入

っ
て
い
る
。

５・



エ
コ
パ
ー
ク
森
の
ビ
オ
ス

　
エ
コ
パ
ー
ク
森
の
ビ
オ
ス
は
、
予
算
が

な
い
の
で
中
止
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

現
在
か
な
り
進
行
し
て
い
る
の
で
、
計
画

を
縮
小
し
て
で
も
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
エ
コ
パ
ー
ク
森
の
ビ
オ
ス
は
、
今
ま
で

に
四
十
億
の
市
費
を
投
じ
、
八
ツ
木
町
一

帯
の
山
林
を
買
収
し
、
事
業
を
進
め
て
き

た
。
暮
ら
し
ゾ
ー
ン
と
い
う
こ
と
で
家
や

道
が
出
来
て
い
る
。
池
も
あ
り
、
散
策
や
、

家
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
る

よ
う
平
成
十
三
年
度
に
整
備
し
、
速
や
か

に
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
。

児
童
育
成
セ
ン
タ
ー

　
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
の
設
置
基
準
は
。

ま
た
、
学
校
の
教
室
や
既
設
の
学
区
こ
ど

も
の
家
の
暫
定
利
用
が
で
き
な
い
か
。

　
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
は
十
二
年
度
末
、

市
全
体
で
八
館
と
な
る
。
学
区
こ
ど
も
の

家
に
隣
接
し
て
お
り
、
育
成
セ
ン
タ
ー
を

　
「
生
活
の
場
」
、
学
区
こ
ど
も
の
家
を

　
「
遊
び
の
場
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
の
設
置
基
準
は
、

利
用
が
見
込
め
る
こ
と
を
前
提
に
地
域
的

に
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
共
働
き
、
父
子
、

母
子
な
ど
の
留
守
家
庭
の
状
況
。
学
区
こ

ど
も
の
家
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
立

地
条
件
、
ま
た
、
既
存
の
民
間
の
学
童
保

育
所
の
配
置
な
ど
も
勘
案
し
て
い
る
。

　
既
存
の
施
設
の
暫
定
利
用
に
つ
い
て
は
、

学
区
こ
ど
も
の
家
は
全
学
区
に
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
保
育
を
実
施
す
る
に
は
ス
ペ

ー
ス
が
狭
い
。
学
校
の
余
裕
教
室
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
期
や
施
設
の
状
況

な
ど
も
あ
り
、
今
後
、
教
育
委
員
会
と
協

議
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

▲児童育成センターでの放課後児童育成

国
道
４
７
３
号

　
大
幡
町
内
に
国
道
４
７
３
号
の
バ
イ
パ

ス
が
通
る
計
画
が
あ
る
。
大
幡
と
し
て
は
、

西
の
山
裾
を
通
る
ル
ー
ト
を
要
望
し
て
き

た
が
、
平
成
十
一
年
に
県
か
ら
突
如
と
し

て
現
道
の
百
以
東
に
設
定
さ
れ
た
ル
ー
ト

の
計
画
案
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

大
幡
の
現
道
東
側
の
五
十
五
軒
中
二
十
か

ら
二
十
五
軒
の
移
転
が
余
儀
な
く
さ
れ
、

環
境
も
損
わ
れ
る
。

　
市
で
は
平
成
十
一
年
に
環
境
基
本
計
画

を
出
し
て
い
る
が
、
バ
イ
パ
ス
の
計
画
は

全
く
環
境
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

↓

事
業
主
体
は
愛
知
県
で
あ
る
が
、
市
当
局

の
環
境
基
本
計
画
に
そ
っ
た
措
置
を
お
願

い
し
た
い
。

　
４
７
３
号
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
五

月
に
四
市
町
村
で
推
進
協
議
会
が
発
足
し
、

計
画
に
つ
い
て
、
地
元
説
明
会
な
ど
が
開

催
さ
れ
て
き
た
。
環
境
が
阻
害
さ
れ
る
こ

と
は
、
一
番
良
く
な
い
こ
と
で
あ
り
、
地

元
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
県
当
局
に

話
を
伝
え
た
い
。

　
４
７
３
号
は
、
額
田
イ
ン
タ
ー
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
、
国
道
１
号
か
ら
の
大
き

な
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。
道
路
の

価
値
観
を
高
め
る
効
率
の
い
い
設
計
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最
高
の
方
法
は
何
か

と
い
う
こ
と
で
、
ト
ン
ネ
ル
の
工
法
も
含

め
調
査
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
環
境
と
生
活
が
阻
害
さ
れ
な
い

よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を
し
、
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
。
環
境
に
や

さ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

道
路
計
画
に
つ
い
て
も
、
事
業
主
体
で
あ

る
県
、
あ
る
い
は
国
の
関
係
部
局
と
話
し

合
い
、
は
っ
き
り
物
を
言
っ
て
い
き
た
い
。

▲国道473号

｀ ■ ' *

・ －

▲桑原町の予定地

宅
地
供
給
事
業

　
奥
殿
学
区
で
は
毎
年
児
童
生
徒
数
が
減

少
し
、
複
式
学
級
に
な
る
こ
と
を
心
配
し

て
い
る
。
財
政
状
況
の
厳
し
い
折
で
は
あ

る
が
、
桑
原
町
に
予
定
さ
れ
て
い
る
宅
地

供
給
事
業
は
、
当
初
計
画
で
示
さ
れ
た
よ

う
に
、
で
き
る
だ
け
三
世
代
の
部
分
を
多

く
し
て
ほ
し
い
。

　
今
口
の
景
気
動
向
や
土
地
需
要
、
そ
し

て
実
際
に
土
地
を
買
っ
て
家
を
建
て
ら
れ

る
か
た
の
負
担
な
ど
を
考
え
る
と
、
一
区

画
を
当
初
予
定
の
平
均
八
十
五
坪
か
ら
七

～
八
坪
小
さ
く
し
、
千
五
百
万
円
～
二
千

万
円
で
買
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
こ
れ
は
、

三
世
代
に
宅
地
を
供
給
す
る
趣
旨
を
生
か

し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
入
居
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
定
住
人
口
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

勤
労
者
向
け
の
宅
地
供
給
も
こ
の
事
業
の

中
で
展
開
で
き
る
よ
う
、
議
会
な
ど
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
「
新
ふ
る
さ
と
マ
イ

ホ
ー
ム
宅
地
供
給
事
業
」
と
し
て
平
成
十

三
年
度
中
に
事
業
化
し
た
い
。

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月１日○



新世紀の市政を
話し合う会

▲東部工業団地用地

　
●
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り

市
長
の
理
想
と
す
る
都
市
像

　
都
市
に
は
商
業
都
市
、
工
業
都
市
、
観

光
都
市
な
ど
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
市
長

の
理
想
と
す
る
都
市
は
何
か
。
ま
た
、
税

収
を
上
げ
る
た
め
に
、
岡
崎
市
の
柱
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
岡
崎
市
に
は
す
ば
ら
し
い
史
跡
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
文
化
の
薫
り
高
い
町
だ
と
思

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

税
収
が
上
が
る
こ
と
を
考
え
た
い
。

　
例
え
ば
、
東
部
工
業
団
地
に
企
業
を
誘

致
し
、
葵
、
花
園
の
工
業
団
地
で
も
、
丁

場
の
建
設
に
対
し
奨
励
金
を
出
す
と
い
う

こ
と
で
、
七
つ
の
会
社
が
増
設
さ
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
税

収
も
ヒ
が
る
、
暮
ら
し
も
良
い
、
そ
し
て

便
利
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
暮

ら
し
や
す
い
町
が
目
標
と
思
っ
て
い
る
。

中
核
市
の
メ
リ
ッ
ト

　
二
〇
〇
三
年
春
に
移
行
を
め
ざ
し
て
い

る
中
核
市
の
メ
リ
ッ
ト
と
コ
ス
ト
面
を
、

具
体
的
に
示
し
て
ほ
し
い
。

　
中
核
市
に
な
る
と
、
福
祉
、
環
境
、
都

市
計
画
な
ど
、
約
二
千
七
百
の
事
務
が
県

　
　
　
　
　
　
　
　
●

か
ら
委
譲
さ
れ
、
迅
速
に
市
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
応
え
ら
れ
る
。

　
必
要
と
な
る
経
費
と
し
て
は
、
保
健
所

の
人
員
増
あ
る
い
は
運
営
費
な
ど
、
豊
橋
、

豊
田
の
例
か
ら
二
十
五
億
円
程
度
と
試
算

し
て
い
る
。
財
源
と
し
て
は
、
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
の
中
で
、
そ
の
措
置
が
な
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

行
政
へ
の
市
民
参
加

　
市
長
は
市
民
参
加
を
掲
げ
て
い
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
の
か
。
そ

の
た
め
の
市
民
会
議
や
市
民
参
加
条
例
と

い
っ
た
も
の
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
市
政
を
話
し
合
う
会
や
メ
ー
ル
な
ど
で

市
民
の
か
た
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
行
政
側
か
そ
れ
を
考
慮
し
た

案
を
出
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
対
す
る
ご

意
見
を
聞
く
と
い
う
よ
う
に
。
皆
さ
ん
の

考
え
を
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
い
た
だ
く

こ
と
を
基
本
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
審
議
会
、
審
査
会
委
員
の
相
当

数
を
公
募
に
し
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
真
剣
に
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

部
署
で
あ
る
「
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
課
」

を
設
け
る
な
ど
、
市
民
の
か
た
の
意
見
を

吸
い
上
げ
る
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

南
部
地
域
の
発
展

　
上
地
の
南
部
地
域
は
人
口
、
交
通
量
と

も
増
加
し
、
隣
の
幸
田
町
に
Ｊ
Ｒ
の
相
見

駅
を
設
置
す
る
計
画
も
あ
る
。
こ
の
際
、

市
の
総
合
計
画
を
見
直
し
、
特
に
調
整
区

域
を
市
街
化
区
域
に
変
更
す
る
な
ど
、
用

途
地
域
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
上
地
地
区

の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

　
総
合
計
画
は
、
市
民
や
議
会
に
お
い
て

議
論
の
う
え
昨
年
策
定
し
、
「
人
が
輝
く
、

活
気
に
満
ち
た
、
美
し
い
都
市
　
岡
崎
」

を
将
来
都
市
像
と
し
、
十
年
間
の
基
本
構

想
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
今

後
、
こ
れ
を
基
本
に
且
ハ
体
的
方
策
を
示
し

た
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
の
新
駅
設
置
は
、
地
元
で
用
地
を

提
供
し
て
要
望
す
る
請
願
駅
が
基
本
に
な

っ
て
い
る
。
幸
田
町
で
は
用
地
確
保
を
検

討
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
に
具
体
的

な
話
は
な
い
。
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

は
、
岡
崎
の
南
部
地
区
の
都
市
核
と
の
関

連
の
な
か
で
一
緒
に
進
ん
で
い
き
た
い
。

　
平
成
八
年
に
、
岡
崎
市
内
十
一
地
区
の

用
途
地
域
が
設
定
さ
れ
、
五
年
ご
と
に
見

直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
条
件
も

変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
中
で
調
整
区
域
を
市
街
化
区

域
に
編
入
す
る
こ
と
も
鋭
意
検
討
し
た
い
。

▲上地地区
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市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

　
市
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
行
政
組
織

の
大
幅
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
改

正
は
行
政
改
革
の
一
環
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
効
率
的
で
無
駄

の
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
二
部
五
課
が
削
減
さ
れ
、

平
成
十
三
年
度
は
十
八
部
六
十
三
課
の
組

織
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
当
分
の
間

は
、
事
務
室
の
移
動
や
課
の
名
称
変
更
な

ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
社
会
部
を
廃
止
し
、
市
民
部
と
社
会
部

の
一
部
を
統
合
し
て
市
民
文
化
部
と
し
ま

す
。

▼
開
発
部
と
建
築
部
を
統
合
し
て
都
市
整

備
部
と
し
ま
す
。

▼
財
政
部
門
を
税
務
部
に
移
管
し
て
財
務

部
に
、
市
民
部
に
青
少
年
女
性
業
務
と
文

化
・
自
治
業
務
を
移
管
し
て
市
民
文
化
部

に
、
国
保
年
金
業
務
と
保
健
業
務
を
福
祉

部
に
移
管
し
て
福
祉
保
健
部
に
、
環
境
衛

生
部
を
環
境
部
に
、
経
済
部
を
経
済
振
興

部
に
、
土
木
部
を
土
木
建
設
部
に
、
開
発

部
と
建
築
部
を
統
合
し
て
都
市
整
備
部
に

そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
し
ま
す
。

▼
計
画
推
進
課
を
廃
止
し
て
、
そ
の
業
務

を
企
画
課
に
移
管
し
ま
す
。

▼
管
財
課
と
契
約
課
を
統
合
し
て
管
財
契

約
課
と
し
ま
す
。

▼
自
治
課
を
廃
止
し
て
、
そ
の
業
務
を
教

え
て
く
れ
ま
せ
ん
課
、
市
民
課
、
商
工
労

政
課
に
移
管
し
ま
す
。

▼
学
芸
課
を
廃
止
し
て
、
そ
の
主
な
業
務

を
文
化
振
興
課
に
移
管
し
ま
す
。

▼
工
事
監
理
課
を
廃
止
し
て
、
そ
の
業
務

を
管
財
契
約
課
と
道
路
維
持
課
に
移
管
し

ま
す
。

▼
中
央
総
合
公
園
事
業
室
を
廃
止
し
て
、

そ
の
業
務
を
公
園
緑
地
課
に
移
管
し
ま
す
。

▼
市
民
病
院
施
設
課
を
廃
止
し
て
、
そ
の

業
務
を
市
民
病
院
庶
務
課
と
統
合
し
、
市

民
病
院
総
務
課
と
し
ま
す
。

▼
市
長
公
室
に
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
課
、

総
務
部
に
防
災
課
を
新
設
し
ま
す
。

▼
中
心
市
街
地
対
策
室
を
ま
ち
づ
く
り
対

策
室
に
、
情
報
推
進
課
を
－
Ｔ
推
進
課
に
、

２

１

障
害
援
護
課
を
社
会
福
祉
課
に
、
保
健
課

を
保
健
衛
生
課
に
、
環
境
保
全
課
を
環
境

改
善
課
に
、
生
活
環
境
課
を
ご
み
対
策
課

に
、
都
市
施
設
建
設
課
を
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
整
備
室
に
、
消
防
本
部
の
通
信
課
を

通
信
指
令
室
に
、
教
育
委
員
会
の
社
会
教

育
課
を
生
涯
学
習
課
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変

更
し
ま
す
。

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
セ
ン
タ
ー

を
新
設
し
、
児
童
課
の
所
属
と
し
ま
す
。

／　　　　　　　　　　／
※なぉ、I T推進課は、情報ネット

ワークセンター5 F管理事務室内
市長公室〈職員課〉・入札室・会議室 ８?

１

ラ

？

「

市民文化部長室･市民文化部く市民課(自治

団体班)･ 交通安全課・文化振興課・青少年

女性課〉・会議室

／

下水道部長室･下水道部く業務課･施設

課・工事課〉・会議室

企画部長室･企画部く企画課･まちづくり対

策室･土地開発公社〉･常勤監査委員宜･監査

委員事務局長室・監査委員事務局・会議窒 水道局長室･水道局く庶務課･業務課･

配水課〉・会議室

総務部長室・総務部く行政課・防災課・管

財契約課〉・財務部長室・財務部く財政

課〉・会謳室
　　若宮庁舎

［〒444…8603若宮町二丁目１番地｜］
市長室・助役室・市長公室長室・市長公室

　〈秘書課・広報課〉・議場・委員会室
／　　　　　　　　　　　／

正副議長室・議員控室・議会事務局長室一

議会事務局〈庶務課・議事課〉・記者室・

会議室

都市整備部く組合指導課・建築住宅課・建

築指導課・シビツクセンター整備室〉・土

地区画整理組合連合会・会議室

３

･?

？

夕

市長公室〈教えてくれません課>・財務部く市民

税課・資産税課･収納課〉・福祉保健部く国保年

金課〉･都市整備部〈建築住宅課（住宅管理班）>

土木建設部長窒・土木建設部く道路維持

■em・道路建設課・河川課・農地改良課〉・

会議室

収入役室･出納課一市民文化部〈市民課〉・

福祉保健部長室・福祉保健部く社会福祉

課・児童課・長寿課〉

土木建設部〈公園緑地課〉・都市整備部長

室・都市整備部〈都市計画all・区画整理課〉

｜

館北館本

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月１日○



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

三
人
目
の
出
産
か
ら

出
産
祝
金
を
支
給
し
ま
す

　
岡
崎
市
で
は
、
お
子
さ
ん
の
誕
生
を
祝

い
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
と
保
護
者
の
か

た
に
安
心
し
て
子
育
て
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
願
っ
て
、
四
月
一
日
か
ら
三
人

目
以
降
の
お
子
さ
ん
を
出
産
さ
れ
た
場
合

に
、
出
産
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
出
産
祝
金
の
支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
降
出
生
し
た

三
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
。

②
出
生
に
よ
り
。
市
内
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

支
給
を
受
け
ら
れ
る
か
た

　
対
象
児
を
養
育
す
る
父
ま
た
は
母
で
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
か
た
。

①
対
象
児
の
出
生
前
に
一
年
以
上
引
き
続

き
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
父
及
び
母
が
市
税
及
び
国
民
健
康
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
　
次
の
場
合
は
、
支
給
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
対
象
児
の
出
生
後
、
出
産
祝
金
の
申
請

を
す
る
前
に
、
対
象
児
ま
た
は
支
給
を
受

け
ら
れ
る
か
た
が
、
市
外
へ
転
出
さ
れ
た

場
合
。

②
対
象
児
の
出
生
の
日
の
翌
日
か
ら
数
え

て
二
年
以
内
に
、
申
請
を
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
。

対
象
児
一
人
に
つ
き
、
二
十
万
円
。

　
支
給
を
受
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
た

は
、
市
役
所
児
童
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓

口
で
お
渡
し
す
る
「
出
産
祝
金
支
給
申
請

書
」
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
、
申
請
書
と
一
緒
に
お
渡
し

す
る
申
請
の
手
引
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
児
童
課
児
童
助
成
班
（
本
館
一
階
五
番

窓
口
　
豊
2
3
・
6
1
5
0
）
ま
た
は
各
支

所
へ
。

市役所庁舎案内
市長室

ホール

５

４

福祉保健部〈保健衛生課〉･環境部長室・環境部

　〈環境改善課・ごみ対策課〉･経済振興部長室･

経済振興部〈商工労政課・観光課・農務課〉

教育長室・教育委員会管理部長室・管理部

　く庶務課・施設管理課・体育課・生涯学習

課〉・指導部長室・指導部〈指導課〉

３

シルバー人材センター事務局・視聴覚室・

研修室

２

ボランティアセンター・家庭奉仕員室・機能回復訓練

室・障害者福祉団体連合会事務所・こころの電話おか

ざき・老人福祉電話相談室・研修室・会議室

社会福祉協護会長室･社会福祉協議会事務局･福祉保健部く介護

保験課〉･在宅介護支援総合窓口･訪問介護ステーション･心配ご

と､結婚相談所･在宅リフォーム相談所･福祉機器展示コｰナｰ

福祉会館

新
し
い

年
度
を
迎
え
て

　
皆
さ
ん
は
、
こ
の
四
月
を
ど
う
迎
え

て
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
新
入
学
や
社
会
へ
の
旅
立
ち
、
あ
る

い
は
異
動
・
転
勤
な
ど
、
組
織
や
配
置

が
変
わ
る
節
目
の
時
期
で
す
。
気
忙
し

い
中
に
も
、
新
た
な
出
発
に
夢
ふ
く
ら

ま
せ
、
希
望
に
燃
え
て
み
え
る
か
た
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
岡
崎
市
役
所
内
で
も
こ
の
四
月
に
、

大
幅
な
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ー
タ
ル
で
二
部
五
課
の
削
減
は
、
市

の
行
政
改
革
大
綱
に
照
ら
し
合
わ
せ
、

私
の
公
約
の
一
つ
で
あ
る
「
ム
ダ
を
省

い
た
効
率
的
な
市
政
へ
」
を
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　
多
く
の
部
課
を
統
廃
合
し
た
中
に
あ

っ
て
、
こ
れ
も
公
約
で
あ
っ
た
「
教
え

て
く
れ
ま
せ
ん
課
」
と
市
民
生
活
を
災

害
か
ら
守
る
「
防
災
課
」
を
新
設
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
キ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
職
員
も
、
組
織
見
直
し
の
意
味
を
十

分
に
理
解
し
、
よ
り
一
層
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
く
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
四
月
は
、
市
民
主
導
型
市
政
の

新
た
な
出
発
地
点
で
も
あ
る
の
で
す
。

岡
崎
市
長
｛
ｔ
司
政
作
｝



の話題

春
の
庭
づ
く
り
に

　
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
と
お
か
ざ
き
農

遊
館
で
、
五
月
い
っ
ぱ
い
、
春
の
園
芸
フ

ェ
ア
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
園
芸
相
談
や
新
商
品
の
花
苗
、
鉢
花
、

植
木
な
ど
の
展
示
即
売
と
、
培
養
土
や
テ

ラ
コ
ッ
タ
、
肥
料
な
ど
の
園
芸
用
品
を
特

別
価
格
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
園
芸
相
談
は
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎

　
（
水
曜
日
休
館
）
が
土
日
及
び
祝
日
、
お

か
ざ
き
ａ
遊
館
（
木
曜
日
休
館
）
は
毎
日

行
っ
て
い
ま
す
。
春
の
庭
づ
く
り
に
役
立

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
康
行
例
参
加
者
選
考
会

　
十
一
日
、
四
月
八
日
に
行
わ
れ
る
家
康

行
例
の
配
役
を
決
め
る
選
考
会
が
福
祉
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
考
会
で
は
主
役

の
十
一
人
を
審
査
で
、
そ
の
ほ
か
の
配
役

を
厳
正
な
抽
選
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）
は
。
前
列

左
か
ら
、
於
大
の
方
＝
竹
内
光
代
（
上
地

三
丁
目
）
、
千
姫
＝
小
島
有
紀
（
中
町
）
、

徳
川
家
康
＝
二
村
庄
三
（
中
町
）
、
竹
千

代
＝
岡
田
翔
（
板
屋
町
）
、
築
山
御
前
＝
高

尾
美
恵
子
（
中
町
）
、
亀
姫
＝
落
合
絵
利
佳

（
大
平
町
）
、
後
列
左
か
ら
、
井
伊
直
政
＝

バ
タ
ズ
ー
ケ
サ
ブ
（
岩
津
町
）
、
本
多
忠

勝
＝
奥
井
浩
二
（
康
生
通
束
二
丁
目
）
、
松

平
元
康
＝
後
藤
禎
夫
（
若
宮
町
）
、
榊
原
康

政
＝
加
藤
学
（
西
尾
市
）
、
酒
井
忠
次
＝
岡

本
康
男
（
竜
美
南
四
丁
目
）
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　り
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リ
ト
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展

　
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
で

は
、
四
月
二
十
二
日
剛
ま
で
「
第
1
3
回
り

ト
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
東
海
四
県
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
一
万
五
千
点
を
超
え
る
絵
画
、

版
画
、
は
り
絵
な
ど
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
厳
正
な
審
査
に
よ
り
選
ば
れ
た
特
別
賞

四
十
点
と
入
選
五
百
六
十
点
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の

絵
画
展
も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

^^!!　!r^H
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む
ら
さ
き
定
食

　
市
営
国
民
宿
舎
桑
谷
山
荘
は
、
こ
の
ほ

ど
新
メ
ニ
ュ
ー
「
む
ら
さ
き
定
食
」
を
始

め
ま
し
た
。

　
新
メ
ニ
ュ
ー
は
東
海
道
宿
駅
四
百
周
年

を
・
記
念
し
て
提
供
す
る
も
の
で
、
松
尾
芭

蕉
の
句
「
こ
こ
も
三
河
　
む
ら
さ
き
１
　
の

か
き
つ
ば
た
」
で
知
ら
れ
る
藤
川
宿
の
む

ら
さ
き
麦
を
ご
飯
に
炊
き
込
み
、
岡
崎
産

の
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
を
使
っ
た
と
ろ
ろ
汁
が
添

え
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
味
噌
葉
、

マ
ク
ロ
の
山
か
け
、
季
節
の
小
鉢
な
ど
が

付
い
て
一
食
八
百
円
で
す
。

　
ま
た
、
む
ら
さ
き
麦
を
使
っ
た
小
物
も

販
売
し
て
い
ま
す
。
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昨
年
七
月
、
旧
岡
崎
郵
便
局
の
跡
地
を

活
用
し
て
「
岡
崎
城
下
三
河
小
町
」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
土
・
日
な
ど
の
休
日

に
は
様
々
な
催
し
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
二
月
十
八
日
、
八
丁
み
そ
煮
会

が
行
わ
れ
、
私
も
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

　
昼
近
く
に
な
っ
て
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
人
が
集

ま
り
始
め
、
大
き
な
鍋
で
煮
込
ん
だ
味
噌

汁
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
味
付
け
は
も
ち
ろ

ん
地
元
の
八
丁
味
噌
。
材
料
は
大
根
、
人

参
、
さ
と
い
も
、
肉
、
ね
ぎ
な
ど
小
町
で

売
ら
れ
て
い
る
野
菜
が
豊
富
に
使
用
さ
れ
、

地
下
の
厨
房
で
調
理
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

さ
と
い
も
が
ほ
く
ほ
く
で
た
い
へ
ん
お
い

し
く
、
寒
い
日
だ
っ
た
の
で
体
が
す
ご
く

暖
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昔
な
が
ら
の
季
節
感
あ
る
節
句

行
事
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
節
分
の
と
き

に
も
野
外
舞
台
で
豆
ま
き
が
あ
り
、
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
三
河
小
町
が
で
き
た
背
景
に
は
市
中
心

部
の
空
洞
化
が
あ
り
ま
す
。
康
生
地
区
周

辺
は
城
下
町
と
し
て
昔
か
ら
栄
え
て
き
た

場
所
で
す
が
、
近
年
郊
外
に
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
進
出
し
、
空
洞
化
が

進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
区
は
商

業
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
交
流
や
地
域
の

歴
史
・
文
化
を
学

ぶ
場
と
し
て
重
要

な
役
割
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、

地
元
商
店
街
は
活

性
化
策
と
し
て
未

来
城
下
町
連
合
を

創
り
活
気
を
取
り

戻
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。

城北ブロック

　
建
物
の
感
じ
は
江
戸
時
代
風
の
街
並
み

を
再
現
。
そ
の
場
に
立
つ
と
当
時
の
風
景

や
生
活
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
ま
た
、

野
外
舞
台
は
テ
レ
ビ
、
映
画
な
ど
の
娯
楽

施
設
が
な
か
っ
た
こ
ろ
の
庶
民
の
楽
し
み

方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
こ
で
猿
回
し
、

チ
ン
ド
ン
屋
、
南
京
玉
す
だ
れ
な
ど
の
古

典
的
な
大
道
芸
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

初
め
て
見
た
子
ど
も
た
ち
は
さ
ぞ
目
を
丸

く
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
岡
崎
の
歴
史
を
凝
縮
し
た
三
河
小
町
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
に
も
江
戸
情
緒
を

一
度
昧
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
●

　
市
北
東
部
の
田
口
町
は
、
市
民
病
院
や

中
央
総
合
公
園
か
ら
北
の
山
間
に
向
か
っ

て
四
ｊ
、
や
す
ら
ぎ
公
園
を
経
て
突
き
当

。
１
　
．
　
　
．
．
の
ど
　
　
．
－
　
『
．
．
″
　
．
．
．

た
っ
た
辺
り
の
閑
か
な
集
落
で
す
．
そ
こ

に
は
熊
野
神
社
が
あ
り
、
毎
年
四
月
の
第

三
日
曜
日
に
春
の
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
穀
豊
穣
を
願
っ

常磐ブロック

て
舞
の
奉
納
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
熊
野
神
社

大
祭
の
す
ご
い
と

こ
ろ
は
、
地
元
の

少
女
が
舞
手
と
な

り
、
雅
楽
の
生
演

奏
と
唄
を
舞
手
の

父
親
が
担
当
す
る

と
い
う
、
全
て
手
作
り
の
素
朴
な
演
出
に

あ
り
ま
す
。
笙
や
笛
、
太
鼓
、
ひ
ち
り
き
な

ど
を
奏
で
る
楽
人
さ
ん
た
ち
は
、
約
十
人
。

平
均
年
齢
四
十
歳
と
い
う
若
さ
で
す
。
百

年
も
前
か
ら
地
元
住
民
に
継
承
さ
れ
て
き

た
由
緒
あ
る
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
雅
楽
ク
ラ
ブ
は
町
内
の
萬
福
寺
の

下
に
結
成
し
、
古
来
か
ら
寺
法
要
に
演
奏

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
神
仏
集
合
と
い
う

こ
と
で
間
も
な
く
氏
神
様
に
も
献
上
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
舞
は
、

中
学
出
た
て
の
娘
さ
ん
が
「
浦
安
の
舞
」

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
、
小
学

　
　
　
　
　
　
　
　
●

五
・
六
年
生
の
少
女
に
よ
っ
て
「
乙
女
の

舞
」
が
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
葉
、
青
葉
の
茂
る
ひ
ん
や
り
と
し
た

鎮
守
の
森
の
中
、
静
ま
り
返
っ
た
境
内
に

響
き
わ
た
る
雅
楽
の
調
べ
に
、
こ
の
時
ば

か
り
は
ざ
わ
め
く
木
々
や
聯
る
小
鳥
さ
え

じ
っ
と
息
を
の
ん
で
厳
か
な
儀
式
を
見
守

る
か
の
よ
う
で
す
。
人
の
様
々
な
想
い
や

願
い
を
馳
せ
て
、
静
と
動
が
織
り
成
す
可

憐
な
舞
は
、
観
る
者
を
い
つ
の
ま
に
か
遠

く
平
安
時
代
に
誘
い
、
悠
久
の
時
を
刻
み

ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
優
美
な
情
景
に
。

　
「
あ
ら
、
い
Ｉ
も
ん
観
せ
て
も
ら
っ
た
な

あ
。
あ
り
か
た
い
こ
っ
ち
や
」
と
し
み
じ

み
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　
今
年
は
今
世
紀
最
初
の
奉
納
と
い
う
こ

と
で
、
氏
子
さ
ん
た
ち
の
稽
古
に
も
力
こ

ぶ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月１日参



市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ご
意

見
を
掲
載
し

ま
す

中
心
市
街
地
の
活
性
化
案

　
岡
崎
市
街
地
（
康
生
）
の
地
盤
沈
下
が

ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、

市
街
地
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
状
況
は
厳
し
い
の
一
言
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
康
生
町
を
も
と

の
よ
う
に
人
々
が
集
ま
る
中
心
地
に
し
よ

う
と
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
め
た
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
言
え
ば
、

こ
れ
か
ら
の
も
う
一
つ
の
主
役
と
な
る
老

人
が
集
ま
る
、
住
め
る
、
楽
し
め
る
地
域

に
す
る
こ
と
を
考
え
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
け
っ
こ
う
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思

う
の
で
す
が
。

　
（
保
母
町
　
近
藤
清
竜
さ
ん
・
：
メ
ー
ル
）

福
祉
会
館
の
駐
車
場

　
市
役
所
や
福
祉
会
館
を
利
用
す
る
た
び
。

　
『
な
ぜ
職
員
が
こ
ん
な
良
い
駐
車
場
を
使

用
し
て
、
い
る
の
だ
ろ
う
？
』
と
不
思
議

に
思
い
ま
す
。
福
祉
会
館
は
特
に
、
何
ら

か
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
が
利

用
す
る
機
会
が
多
い
の
に
、
駐
車
場
は
非

常
に
せ
ま
い
。
ほ
と
ん
ど
が
、
職
員
の
た

め
の
駐
車
場
と
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
職

員
が
ど
れ
く
ら
い
居
る
の
か
わ
か
ら
な
い

で
す
が
、
職
員
の
駐
車
場
を
市
役
所
の
立

　
　
　
　
●

体
駐
車
場
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
福
祉
会

館
の
駐
車
場
を
市
民
の
駐
車
場
に
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
、
障

害
者
や
お
年
寄
り
、
か
ら
だ
の
弱
い
人
な

ど
の
こ
と
を
考
え
、
市
民
の
利
用
し
や
す

い
よ
う
、
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。

　
（
欠
町
　
中
村
美
保
子
さ
ん
・
：
メ
ー
ル
）

福
祉
手
続
き

　
義
母
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所

す
る
た
め
、
手
続
き
に
き
ま
し
た
。
転
出

の
た
め
、
介
護
保
険
や
老
人
保
健
手
続
き
、

障
害
者
手
帳
の
関
係
な
ど
、
何
力
所
か
手

続
き
に
回
り
ま
し
た
。
老
人
医
療
に
関
し

て
ま
と
め
て
手
続
き
で
き
る
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
で
す
。

（
匿
名
・
：
市
民
の
提
案
箱
）

ト
イ
レ
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て

　
い
つ
も
利
用
し
て
、
気
づ
い
た
点
を
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ト
イ
レ
が
混
雑
し
て
い
る
と
き
に
思
う

こ
と
で
す
が
、
身
障
者
の
か
た
の
た
め
の

ト
イ
レ
を
開
放
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。
東
側
の
市
民
ロ
ビ
ー
の
ト
イ
レ
や

西
玄
関
の
外
に
あ
る
ト
イ
レ
（
身
障
者
の

か
た
の
た
め
の
ト
イ
レ
）
に
次
の
よ
う
な

文
言
を
つ
け
て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。
『
身
障
者
の
か
た
が
優
先
で
す
。

使
用
し
て
い
な
い
時
は
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
』

　
（
匿
名
・
：
市
民
の
提
案

箱
）

(む

―罰
ｒ
’

Ｉ
’酒井賢さん　久美子さん(大和町)

すべり台だーい好き
(希実・１歳６ヵ月)

応募方法／はがきに｢答｣と

住所、氏名、年齢､職業､感想

などを明記のうえ､〒桐…8601

岡崎市役所広報課広報班まで。

はがきは一人一葉とし、正解

者の中から５人のかたに記念

品を贈呈。

　前回の応募総数は157人で、

抽選の結果、小松ひとみ(A帖

北町)、青木順子(細川町)、

原弥生(福岡町)、天野みさを

(真宮町)、兼子八千代(洞町)

の皆さんに記念品を送ります。

前回(３月１日号)の答：南

杉浦茂子さん(福岡町)

サングラスが似合うでしょ？

(mm- 3歳、クララ・１歳)

岩月直美さん

　(矢作町)

ｅ

問題：新世紀の市政を

話し合う会は、何会場

で行われたでしょう？

（4月13日必着）



全
国
一
斉
ウ
ォ
Ｌ
ク
ラ
リ
ー
大
会

　
こ
の
大
会
は
全
国
1
6
2
会
場
で
約
７

万
人
が
参
加
し
、
一
斉
に
街
歩
き
を

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
日
時
　
５
月
卵
一
日
側
　
午
前
1
0
時

全
国
一
斉
ス
タ
ー
ト
（
小
雨
決
行
）

　
集
合
場
所
　
乙
川
河
川
敷
右
岸

　
負
担
金
　
―
人
三
百
円
（
小
学
生

以
上
の
か
た
）
当
日
受
付
け
で
納
入

　
コ
ー
ス
　
①
街
を
愛
す
る
コ
ー
ス

②
自
然
を
愛
す
る
コ
ー
ス

　
競
技
方
法
　
チ
ー
ム
（
２
～
５
人

ま
で
）
対
抗
で
、
時
間
得
点
と
課
題

得
点
の
合
計
を
競
い
ま
す
。

　
申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
ま
た
は

は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
希
望
コ
ー
ス
（
①
・
④

は
代
表
者
の
み
）
を
記
入
し
、
〒
4
4
4
・
：

0
8
5
4
　
市
内
六
名
本
町
七
番
地

●

Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ

体
育
協
会
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」

係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
５
月
1
0
日
俐

　
そ
の
他
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

オ
ジ
ャ
パ
ン
ツ
ア
ー
が
当
た
る
抽
選

会
を
完
歩
者
全
員
で
行
い
ま
す
。

光
と
色
の
カ
ラ
ー
心
理
学
講
座

　
日
時
　
４
月
2
1
日
・
５
月
口
一
日
・

５
月
1
9
日
・
６
月
９
日
・
６
月
2
3
日
・

７
月
７
日
の
各
土
曜
日
（
計
６
回
）

午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
内
容
　
色
の
影
響
、
色
の
選
択
で

わ
か
る
心
と
体
の
状
態

　
講
師
　
井
坂
勝
美
氏

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

　
（
学
生
は
除
く
）
。
た
だ
し
、
全
課
程

出
席
で
き
る
か
た
。

　
募
集
人
員
　
5
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
千
八
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
講

座
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
生
年
月
日
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業

　
（
返
信
用
は
が
き
に
も
住
所
、
氏
名
、

郵
便
番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
伽
…

Ｍ
Ａ
Ｔ

0
0
7
8
　
市
内
伊
賀
新
町
一
〇
番

地
三
　
働
く
婦
人
会
館
へ

　
申
込
期
限
　
４
月
1
0
日
㈲
（
必
着
）

一
日
教
室
「
は
ま
ぐ
り
五
月
人
形
」

　
日
時
　
４
月
2
2
日
向
　
午
前
９
時

3
0
分
～
正
午

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
内
容
　
は
ま
ぐ
り
と
和
紙
で
五
月

人
形
を
作
る
。

　
講
師
　
平
林
一
代
氏

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

女
性
（
学
生
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
3
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
教
材
費
　
千
二
百
円

　
用
意
す
る
も
の
　
は
さ
み
、
木
工

用
ボ
ン
ド
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
お
て
ふ

き
、
筆
記
用
具

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
教

室
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
（
返
信

用
は
が
き
に
も
住
所
、
氏
名
、
郵
便

番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
細
・
：
0
0

7
8
　
市
内
伊
賀
新
町
一
〇
番
地
三

働
く
婦
人
会
館
へ
。

　
申
込
期
限
　
４
月
1
1
日
伽
（
必
着
）

太陽の城登24●2535太陽の城の催し
Ｏ
Ｎ
●

■日時　４月21日（土）午後２時～３時30分

■場所　３階ミュージックホール

■内容　クラシックアルバム「ペートーヴ

エン大好き」から「運命」「月光」「皇帝」

など

■参加料　無料

・申込方法　４月10日（火）午前9時から太陽

の城で直接または電話で受け付け。

　太陽の城にパソコンが9 台入りました。

■利用日時　平日・土曜日の午後１時～４

時30分、日曜日の午前９時～午後４時30分

■場所　２階視聴覚室

■利用内容　ゲーム（幼児～小学生向け）、

インターネット（4月３日より）など

・利用できる人　児童（18歳未満）

■その他　利用は無料です。

■期日　５月13日、20日、27日、６月３日、

10日、17日いずれも日曜日

・対象・募集人員・時間　①小学校２～３

年生（25人）･午前９時30分～11時30分②小

学校１年生（25人）･午後１時30分～３時30

分（市内在住に限る）

■場所　太陽の城（明大寺本町）

・内容　粘土、絵画、版画、紙工作など

■講師　三貝皇氏、杉田洋一郎氏

■教材費　1,000円（6 回分の実費）

・申込方法　往復はがきに①住所②氏名

　（ふりがな）③性別④学校名⑤学年⑥電話

番号（返信用はがきにも住所、氏名、郵便

番号）を記入し、〒444…0860　市内明大寺

本町1 -2　太陽の城へ。

・申込期限　４月21日（土）必着

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月1日Φ
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市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
講
座

　
講
座
名
　
日
常
生
活
に
役
立
つ
法

律　
日
時
　
５
具
″
日
、
６
月
３
日
、

1
0
日
、
７
月
８
日
（
い
ず
れ
も
日
曜

日
、
全
４
回
）
　
午
前
1
0
時
～
正
午

　
会
場
　
岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー

　
講
師
　
愛
知
産
業
大
学
経
営
学
部

教
授
　
生
駒
正
文
氏

　
募
集
人
員
　
4
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
三
百
円
（
教
材
費
）

　
申
込
期
限
　
５
月
８
日
㈲
（
必
着
）

　
講
座
名
　
漢
詩
に
み
る
人
生

　
日
時
　
５
月
2
6
日
、
６
月
９
日
、

７
［
月
1
4
［
口
、
８
日
ｚ
１
１
日
、
９
月
一
８
日
、

1
0
月
1
3
日
’

ｒ
―
一
月
1
0
日
i
-
Ｈ
月
８
日

　
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
全
８
回
）
午
後

高校生
海外派遣研修
参加者募集

｜

１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
会
場
　
大
平
市
民
セ
ン
タ
ー

　
講
師
　
愛
知
大
学
助
教
授
　
三
野

豊
浩
氏

　
募
集
人
員
　
4
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
三
百
円
（
教
材
費
）

　
申
込
期
限
　
５
月
口
　
　
日
出
（
必
着
）

［
随
喜
幽
旨

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

か
た

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
希

望
講
座
名
②
会
場
③
郵
便
番
号
④
住

所
⑤
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
⑥
年
齢
⑦

性
別
⑧
職
業
⑨
電
話
番
号
を
、
返
信

信
用
は
が
き
の
宛
先
に
御
自
身
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

申
し
込
み
。

　
申
し
込
み
先
團
圃
首
邱
同
目

山
…
〒
伽
・
：
2
1
4
4
市
内
岩

津
町
檀
ノ
上
二
六
番
地
二
　
「
内
円
圃

ド
」
　
・
：
4
4
4
…
0
0
0
7

市
内
大
平
町
皿
田
六
　
※
電
話
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

咄
岡
崎
青
年
会
議
所

４
月
公
開
例
会

　
囲
岡
崎
青
年
会
議
所
の
環
境
に
関

す
る
４
月
公
開
例
会
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　
日
時
　
４
月
1
9
日
俐
　
午
後
６
時

～
８
時
2
0
分

　
場
所
　
岡
崎
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

　
内
容
厨

1
1
脛
講
演
会
面
ぼ
郎
」

循
環
型
社
会
創
造
実
践
事
業
の
説
明

　
講
師
　
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

枝
廣
淳
子
氏

　
テ
ー
マ
　
「
わ
た
し
た
ち
の
未
来

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
　
輝
け

る
ｃ
＼
　
　
世
紀
の
た
め
に
」

　
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
か
た

　
募
集
人
員
　
川
一
人
（
先
着
順
）

　
そ
の
他
　
参
加
は
無
料
。
応
募
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
卯
岡
崎
青
年
会

議
所
事
務
局
に
午
後
１
時
か
ら
５
時

の
間
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■期間　７月23日（月）～８月２日困　11日間

■研修先　ニュージーランド・タウランガ

市ほか

■内容　タウランガ市長表敬、ホームステ

イ（６泊）、英語研修など

■対象　市内在住の高校生

■募集人員　10人以内

■費用　約35万円（うち15万円程度は市国

際交流協会が負担）

■面接　５月20日（日）

■応募方法　市国際交流協会（本館７階）、

支所、市内の高校にある応募用紙に記入の

うえ、持参（土・日曜日を除く）または郵

送で。

■募集期限　５月11日面（必着）

　　　岡崎市国際交流協会（文化振興課内）

　　　　　　　　　　　S2 3◆6644

五万石ふじまつり4月Ｅ日)~5月6日日　雷議謡St。
行　　事　　名 期　日 場　　　所 時　　間

ふじ・つつじ夜間照明 4／22～5／6 岡崎公園 18:00～22:00
藤まつり写真撮影会（中日写協） 4 ／22～5／6 岡崎公園 10:30～20:30
長唄　日舞わかな会 4/22 岡崎廿きれいホール 10:00～18;00
こんぴらふじ（夜間照明） 4 ／22～5／6 徳王神社 夜間照明18:00～21:00

第35回岡崎市民軟式野球選抜選手オールスター大会 4/22 岡崎市民球場・岡信グラウンド9:00～
第３回岡崎市民グラウンド・ゴルフ大会 4/22 岡崎中央総合公園多目的広場 9:40～
岡崎中央総合公園マインドスケープミュージアム撮影会(全日写連)4/22 岡崎中央総合公園 9:30～15:00
岡崎市民俳句春季大会 4/22 岡崎市民会館 9:00～16:00
薪　能 4/27 岡崎城二の丸能楽堂 18:00～20:30
春の市民ラグビーまつり 4/29 岡崎中央総合公園多目的広場 9:30～

第8[I]岡崎将棋まつり 4/29 岡崎城二の丸能楽堂
三河武士のやかた家康館前

10:00～17:00

第37回美協展 5／2～6 岡崎市美術館 10:00～18:00
岡崎市民大茶会 5／3 岡崎公園内茶室 9:00～16:00
オードリーTAKAシャンソンチャリティーコンサート 5／4 岡崎せきれいホール 18:00～20:30

春まつり大正琴演奏会 5／4 岡崎城二の丸能楽堂 12:30～15:30
第37回岡崎市アマ囲碁十傑戦 5／5 岡崎公園内巽閣 9:30～17:30
探鳥会 ５／６ 東公園 9:00～12:00
第18回岡崎市女子ゲートボール選手権大会 5／6 六名公園運動場 8:30～
川柳展（會田規世児とその仲間） 5／8～13 岡崎信用金庫資料館 10:00～17:00
第14回岡崎市男子ゲートボール選手権大会 5/13 井田公園運動場 8:30～

ｅ



春
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

恩
賜
苑
茶
会

　
日
時
　
４
月
2
2
日
向
　
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時
　
雨
天
決
行

　
場
所
　
中
央
総
合
公
園
（
恩
賜
苑

前
広
場
）

　
内
容
　
花
と
緑
、
せ
せ
ら
ぎ
の
恩

賜
苑
を
背
景
と
す
る
野
点
茶
会
（
表

千
家
合
同
）
。

有
料
の
催
し
で
す
。

　
募
集
人
員
　
1
0
0
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　
参
加
料
（
呈
茶
券
）
　
五
百
円

　
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
に
て
先

着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

岡
崎
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

　
日
時
　
５
月
2
6
日
出
～
平
成
1
4

3
月
９
日
出
の
不
定
期
土
曜
日

前
９
時
～
正
午
（
年
間
1
0
回
程
床

　
場
所
　
市
体
育
館
（
六
名
本
町

　
対
象
　
市
内
在
学
の
中
学
生
男

　
募
集
人
員
　
3
0
人
程
度

　
参
加
費
　
三
千
円

女‾｀゛午年

　
申
込
方
法
　
市
体
育
館
に
あ
る
所

定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
〒
4
4
4
・
：

0
8
5
4
　
市
内
六
名
本
町
七
番
地

　
市
体
育
協
会
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教

室
」
係
へ
。

　
申
込
期
限
　
４
月
2
7
日
面

　
問
い
合
わ
せ
先
　
岡
崎
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
協
会
　
榊
原
暢
広
酋
2
3
・
０
０

L
Ｄ
　
f
-
Ｈ

第
Ｃ
Ｍ
回
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　
日
時
　
５
月
1
3
日
剛
　
午
前
８
時

3
0
分
受
付
　
９
時
開
会
※
予
備
日
卯
　
　

日
向

　
場
所
　
県
岡
崎
総
合
運
動
場
洋
弓
場

　
種
目
　
5
0
び
3
0
ぜ
フ
ウ
ン
ド
　
リ

カ
ー
ブ
部
門
（
男
女
別
）
、
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
部
門
い
ず
れ
も
高
校
生
以
上

　
募
集
人
員
　
8
0
人

　
参
加
料
　
千
円

　
申
込
方
法
　
所
定
の
中
込
書
で
参

加
料
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
便
小

為
替
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
４
月
８
日
向
～
2
7
日

面

募
集

表
彰
を
受
け
る
に

ふ
さ
わ
し
い
か
た
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
７
月
１
日
に
行
う
市
制
施
行
8
5
周

年
記
念
式
典
で
、
市
民
の
模
範
と
な

る
よ
う
な
か
た
及
び
優
良
団
体
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。

　
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
次

の
よ
う
な
か
た
、
ま
た
は
団
体
を
ご

存
じ
の
か
た
は
、
推
薦
書
に
記
入
の

う
え
、
４
月
2
0
日
吻
ま
で
に
各
町
総

代
、
ま
た
は
秘
書
課
（
本
館
４
階
）

｜

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し
た
か

⑨
そ
の
ほ
か
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ

　
わ
し
い
か
た

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
と
は
？
　
小

中
学
生
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
環

境
活
動
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
（
環
境
省
募

集
）

　
会
員
に
な
る
と
？
「
会
員
手
帳
」

と
「
メ
ン
バ
ー
ズ
バ
ッ
ジ
」
並
び
に
、

環
境
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
の
っ
て
い
る
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ

ブ
ニ
ュ
ー
ス
」
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
？
　
グ
ル
ー
プ

で
自
主
的
に
行
な
う
生
き
も
の
の
調

査
や
町
の
エ
コ
チ
ェ
ツ
ク
な
ど
の
「
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
あ
く
し
よ
ん
」
と
事
務

局
か
ら
紹
介
さ
れ
る
地
球
や
環
境
の

こ
と
を
楽
し
く
考
え
る
「
エ
コ
ロ
ジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　農務課園芸班豊23・6 199

　自分の好きな草花を使った寄せ植えを作ってみませんか。

　草花の選び方や植え方などを講師がやさしくアドバイスします。

・期日・場所　４月29日㈲＝ふれあいドーム岡崎情報コーナー

　　　　　　　　　30日肺＝おかざき農遊館催事兼休憩コーナー

Ｉ開催時間　いずれの会場も「芋百而司＝午前９時30分～正午

　　　　　　　　　　　　　　［王璽豆窟］＝午後１時30分～4時

■講座名　寄せ植え講座

■内容　寄せ植えをしていただく苗の品種は参加者各自の自由と

し、「苗物コーナー」において各自で購入していただきます。

■講師　杉浦聖子氏

■参加料　無料（苗代は各自で負担していただきます。）

■対象　市内在住または在勤のかた

・募集人員　29日ふれあいドーム岡崎＝午前午後各24人

　　　　　　30日おかざき農遊館＝午前午後各32人

m応募締切　４月13日金　必着（定員を超えた場合は抽選）

・応募方法　はがき１葉に１人の申し込みとし、①希望会場②午前

の部・午後の部の別③郵便番号④住所⑤氏名（フリガナ）⑥年齢⑦

電話番号を記入のうえ、〒444…8601　市役所農務課園芸班「寄せ植

え講座係」

●

園

●

芸

●

講

●

座

　　　　　■ ,^●岬●

の
春

・

'･ w皿－｀i゛ﾐ

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月1日ｅ
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舟岡崎市の入口舟

男
　
女
　
計

2001年3月旧現在

世帯数

　171,128人

　170,137人

　341,265人

120,837世帯

　101人増

　58人増

　159人増

26世帯増

娃
死傷者

死者 負傷者 計

平Eltl3年 434件 2人 509人 511人

平成12年 367件 3人 418人 421人

比較 + 67件 －1人 十91人 十90人

注）死者数は、事故発生から24時間以内に死亡した人です。

福祉機器リサイクル事業

登録状況（3 ／1 現在）

区　　分 譲りたい人必要な人

車　い　す ０件 ４ｲ牛

電動車いす ｏ件 １件

手勣ベッド ２件 Ｏ件

電動ベッド ４件 ４件

※　福祉機器を「譲りたい人」「必要

な人」は登録してください。

※　費用は有料の場合もあります。

　　　　地域福祉サービスセンター

　　　　　　　　豊23・8938

●●●●献血にご協力ください●●●●

　　　岡崎地区献血推進協議会事務局

　　　　　社会福祉課障害援護班

　　　　　容23・61 45

献血月.程　　　　　　　　　　　　____

月・日（曜）　時間 場所

４月６日吻　10:00～15:30　岡崎市役所

　　　゛純な血と純な心を献血に″

　　　　　一献血推進運動標語－

Ｉ岡崎献血ルーム(シビコ5階S25・6844)

受付時間10:00～13:00、14:00～17:45

(成分献血は10:00～12:00、14:00～17:00)

休日　毎週木曜日

　
所
在
地
　
伊
賀
町
字
五
丁
目
一
〇

七
番
地

　
募
集
戸
数
　
口
　
　
戸
（
２
階
建
Ａ
棟

８
戸
、
Ｂ
棟
４
戸
）

中
堅
所
得
者
世
帯
向
け
新
築

『
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
伊
賀
山
』
の

入
居
者
常
時
募
集

カ
ル
と
れ
Ｉ
に
ん
ぐ
」
の
ど
ち
ら
か

Ｉ
つ
か
、
両
方
や
っ
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
活
動
期
間
・
募
集
期
間
は
？
　
活

動
期
間
は
４
月
か
ら
の
１
年
間
で
い

つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
・
登
録
方
法
は
？
　
小
中
学

生
の
数
人
か
ら
2
0
人
程
度
の
仲
間
で

参
加
し
、
ク
ラ
ブ
に
は
「
サ
ポ
ー
タ

ー
」
（
大
人
１
人
以
上
）
を
置
き
ま
す
。

登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

環
境
改
善
課
自
然
保
護
班
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
入
会
金
、
会
費
は

無
料
）

ff1冒jl!－

　，●　ｔ　●　　　　　１

ｊ

　
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ
（
和
室
６
帖
、

洋
間
６
帖
、
６
帖
）

　
家
賃
　
七
万
二
千
円
（
所
得
額
に

応
じ
減
額
制
度
有
り
）

　
そ
の
他
　
詳
し
い
申
込
資
格
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
込
受
付
　
４
月
９
日
㈲
～
　
※

満
室
と
な
り
次
第
締
切
。
申
込
用
紙

は
、
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
班
（
本

館
２
階
）
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　
咄
岡
崎
青
年
会
議
所
で
は
、
循
環

型
社
会
を
提
言
し
て
い
ま
す
が
、
小

さ
な
循
環
を
創
造
実
践
す
べ
く
ア
イ

ガ
モ
稲
作
を
行
い
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
興
味
を
お
持
ち
で
、

参
加
し
て
く
だ
さ
る
家
族
を
募
集
し

ま
す
。

　
応
募
資
格
・
募
集
人
員
　
岡
崎
市
、

額
田
町
、
幸
田
町
に
在
住
の
小
中
学

生
の
い
る
ご
家
族
1
0
組

　
募
集
期
限
　
４
月
1
3
日
廊
先
着
順

　
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
圓
岡
崎
青

年
会
議
所
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
　
（
平
日
午
後
１
時
～
５
時
）
。

　
そ
の
他
　
稲
作
期
間
は
４
月
か
ら

1
0
月
で
、
田
植
え
を
５
月
2
6
日
出
に

予
定
。
稲
作
の
場
所
は
小
呂
町
字
四

丁
目
の
約
2
0
0
坪
の
水
田
で
す
。
詳
し

く
は
事
務
局
ま
で
。

春
の
交
通
安
全
市
民
運
動

ご
家
族
で

ア
イ
ガ
モ
稲
作
し
ま
せ
ん
か

■期間　４月６日金～15日（日）までの10日間

■目的　新しい環境のもとで、新入学（園）児の生活が始まりま

す。

　生活環境が変わり、厳しい交通社会に不慣れな子どもたちの交

通事故が心配されます。

　また、ひざしも暖かくなり、何かと外出の機会が増え、行動範

囲が広がることなどから、特に多発傾向にある高齢者の交通事故

が心配されます。

　このため、子どもとお年寄りの交通安全を重点にして、交通事

故防止を訴えるとともに、まだまだ不十分なシートベルト・チャ

イルドシートの着用の徹底を呼び掛ける交通安全市民運動を全市

的に展開します。

・重点

○自転車の安全利用に務めよう

○シートベルト・チャイルドシートの着用を徹底しよう

○子どもと高齢者の交通事故をなくそう

■主唱　岡崎市・岡崎市交通安全推進議会

　　　　　　　　　　　交通安全課安全指導班豊2 3・6238

｜

｜



市
民
交
通
傷
害
保
険
の

加
入
受
付
中

　
現
在
、
皆
さ
ん
の
加
入
さ
れ
て
い

る
市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
４
月
3
0
日

で
満
期
に
な
り
ま
す
。
今
年
も
加
入

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

家
族
全
員
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
保
険
料
　
―
人
１
年
三
百
六
十
円

た
だ
し
、
次
の
か
た
は
半
額
で
す
。

①
7
0
歳
以
上
の
か
た
②
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
か
た
③
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
か
た
④
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
か
た
⑤
岡
崎
市
遺
児
手
当

を
受
け
て
い
る
児
童

　
保
険
金
　
五
千
円
～
百
万
円
（
珀
一

区
分
の
補
償
）

　
保
険
期
間
　
５
月
１
日
㈲
～
平
成

1
4
年
４
月
3
0
日
脚

　
申
込
方
法
　
町
内
会
を
通
じ
、
各

家
庭
に
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
保

険
料
を
添
え
て
、
各
町
総
代
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
交
通
安
全
課
（
本

館
７
階
）
、
支
所
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
ま
た
、
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児

は
各
園
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集

　
あ
な
た
の
技
術
・
経
験
・
情
熱
を

開
発
途
上
国
・
日
系
社
会
で
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
募
集
期
間

2
0
日
剛

　
応
募
資
格

４
貝
…
…
一
日
㈲
～
５
月

　
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会
青
年

ポ
目
目
目
闘
」
満
2
0
～
満
3
9
歳
ま

で
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
か
た

満
4
0

～
満
6
9
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
有
す

る
か
た

　
応
募
方
法
　
所
定
の
願
書
を
５
月

2
0
日
ま
で
に
青
年
海
外
協
力
隊
事
務

局
へ
提
出
（
当
日
消
印
有
効
）
。
願
書

は
青
少
年
女
性
課
に
も
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｊ
－
Ｃ
Ａ
中
部

国
際
セ
ン
タ
ー
・
ア
ネ
ッ
ク
ス

登
０
５
２
◆
２
２
１
◆
７
１
０
Ｃ
Ｏ

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
・
耳
鼻
咽

喉
科

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

｜

　
日
時
　
４
月
1
0
日
㈲
　
受
付
▽
耳

鼻
咽
喉
科
：
午
前
1
0
時
3
0
分
、
整
形

外
科
：
午
前
１
１
　
　
時
3
0
分
、
診
断
及
び

補
装
具
相
談
：
午
後
１
時
～
３
時

　
場
所
　
岡
崎
市
福
祉
会
館
２
階

　
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
班
へ
電

話
で
予
約
を
。
当
日
の
受
け
付
け
は

し
ま
せ
ん
。

知
的
障
害
者
更
生
相
談

　
日
時
　
４
月
1
9
日
俐
　
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
　
友
愛
の
家

　
内
容
　
在
宅
知
的
障
害
者
の
福
祉

更
生
の
た
め
の
生
活
・
医
療
・
訓
練
・

就
職
な
ど
の
各
種
相
談
、
指
導

　
相
談
員
　
知
的
障
害
者
相
談
員

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
、

国
民
年
金
証
書
の
提
出
を

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

明
治
4
4
年
４
月
１
日
生
ま
れ
以
前
の

か
た
は
、
平
成
1
3
年
度
年
金
額
に
よ

り
今
年
８
月
期
の
支
払
額
を
記
入
し

ま
す
の
で
、
４
月
期
の
年
金
を
受
け

取
ら
れ
た
後
、
国
民
年
金
証
書
（
緑

色
の
手
帳
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
証
書
の
提
出
方
法
に
つ
い

て
は
、
４
月
上
旬
に
受
給
者
本
人
へ

通
知
し
ま
す
。

※
　
証
書
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年

金
が
一
時
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

丁推進課ＩＴ対策班
　a2 ３◆6727講習

レ
］
レ
〕住民ＩＴ基礎技創

内をします。

　約500回開催する講習のうち、６～７月に開講予定の約

120回分の講習について募集案内をするもので、以降の開

催分についても順次市政だよりで募集案内していきます。

・申込方法　希望の会場･コースを選び、往復はがきで申

し込みをしていただきます。電話や窓口受付はしません。

　応募多数の場合はコースごとに抽選となります。

　先着順ではありません。

　岡崎市では、これまでパソコンの操作経験やインター

ネットを使ったことのないパソコン初心者の住民のかた

を対象に、インターネットが使えるようになるための必

要なパソコン基礎技能の習得を目的にしたＩＴ（情報通

信技術）講習を開催します。

■内　容　全12時間で①Windowsパソコンの基本操作②

文書作成（キーボードによる文字入力）③インターネッ

ト利用の仕方④電子メールのやり方

■定　員　１講座20～25人（会場により異なります）

・対　象　満20歳以上で全12時間受講可能な学習意欲の

あるパソコン初心者約１万人

■受講料　無料（会場備付テキストを使用できますが、

欲しいかたは各自で市販品を購入ください）

・会　場　情報ネットワークセンター、市民センター、

中学校、その他民間施設会場

１時期及び回数　６月から平成14年２月末まで約500回

開催予定。

■募集時期　市政だより４月15日号で第１［亘］目の募集案

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月1日ｅ
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高齢者及び身体障害者の

住宅改修費助成

　この事業は、高齢者及び身体障害者の

住宅改修費の一部を助成することによ

り、在宅生活の支援をするものです。

・対象者　市内に住所を有し在宅で介護

を受けているかたで、次のいずれかに該

当するかた

　①介護保険の要介護・要支援の認定を

受けているかたまたは65歳以上の介護保

険給付対象外で市が必要と認めるかた②

身体障害者手帳の交付を受けたかたで１

級・２級・３級の下肢障害、体幹機能障

害または視覚障害を有するかた

■対象工事　①手すりの取付②段差の解

消③滑りの防止及び移動の円滑化のため

の床または通路面の材料の変更④引き戸

などへの扉の取替え⑤洋式便器などへの

便器の取替え⑥その他市が必要と認める

敷地内の改修工事

■助成金額　１受給世帯につき30万円が

限度。ただし介護保険制度の住宅改修(障

害者のかたは日常生活用具給付事業)の給

付対象となる場合そちらが

・利用方法　事前にリフォームヘルパー

が家庭を訪問して、指導助言を行います。

希望のかたは、地域福祉サービスセンタ

- (福祉会館１階)酋23 ・ 8938または、

お近くの在宅介護支援センターに相談く

ださい。

■利用受付　４月２日(月)～

長寿課長寿福祉班　　S23・6 1 47

社会福祉課障害援護班酋23・6 113

さわやか交流館

●ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ●

　
暮
ら
し
の
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
各
種
相
談
に
専
門
家
が
無
料
で

お
答
え
し
ま
す
。

　
相
談
日
（
原
則
と
し
て
次
の
曜
日
）

　
［
貯
藻
洲
談
］
第
１
・
３
水
曜
日
、

第
２
・
４
木
曜
日
、
第
１
・
２
・
３

金
曜
日
、
第
１
・
３
土
曜
日

　
「
萍
慟
湘
談
」
第
１
・
３
木
曜
日

　
「
㈹
順
潮
談
」
第
１
・
３
月
曜
日

　
隠
陣
湘
賠
第
１
・
３
火
曜
日

　
一
剛
割
潮
圖
」
第
２
・
４
火
曜
日

　
相
談
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時　
場
所
　
岡
崎
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
（
名
鉄
東
岡
崎
駅
か
ら
駅
前
通

り
を
西
へ
1
0
0
μ
、
Ｐ
Ｅ
Ｎ
ビ
ル
三
階
）

　
申
込
方
法
　
予
約
制
で
す
。
あ
ら

か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み
を
。

　
次
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
の
か

た
に
、
福
祉
給
付
金
と
し
て
入
院
時

食
事
療
養
費
一
部
負
担
金
の
半
額
を

助
成
し
て
ま
し
た
が
、
平
成
1
3
年
４

月
分
よ
り
助
成
が
な
く
な
り
ま
す
。

▽
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
の
う
ち

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た

▽
老
人
医
療
費
受
給
者
の
う
ち
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
か
た

▽
障
害
者
医
療
費
受
給
者
の
か
た

福
祉
給
付
金
受
給
資
格
者
の

入
院
時
食
事
療
養
費
一
部
負
担
金
の

助
成
が
な
く
な
り
ま
す

　
「
緑
の
募
金
」
は
、
私
た
ち
が
将
来

に
わ
た
っ
て
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
緑
を
増
や

し
、
緑
を
守
り
、
緑
を
広
げ
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
主

に
学
校
や
公
園
、
街
路
な
ど
の
身
近

な
緑
化
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
募
金
期
間
　
４
月
１
日
向
～
５
月

3
1
日
俐

　
募
金
箱
設
置
場
所
　
市
役
所
市
民

課
自
治
団
体
班
（
本
館
７
階
）
、
正
面

玄
関
受
付

暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
●

そ
の
他

の
情
報

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

▽
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
の
か
た

▽
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
の
か

た▽
精
神
障
害
者
医
療
費
受
給
者
の
か

た

　さわやか交流館では、樹木剪定研修及びパソコン研修の受講生を次のとおり

募集します。

Ｉ対　　象　市内在住あるいは在勤で全日程参加可能なかた

■申込方法　往復はがきに①研修名②会場③氏名（フリガナ）④郵便番号⑤住

所⑥電話番号⑦性別⑧年齢（パソコン研修については午前、午後の希望も）記

入し、〒444…8601　市役所青少年女性課施設班へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年女性課施設班豊23・6694

研修受講生
㎜
募集

　　●
研修名 会場 日　　程 募集人員 教材費等 内　　　容 申込期限(必着)

樹木剪定研修

井　田

さわやか

交流館

５月７日月～6月7 a困

毎週月・木曜日全ｍ回

午前9時3口分～11時30分

eo人 e.OOD円樹木剪定の基礎知識についての

講義や、低木・生け垣・松など

の剪定方法を、実習を通して修

得する初級編。
４月日□日面

細　川

さわやか

交流館

５月７日回～日月７日困

毎週月・木曜日全ID回

午後１時30分～３時3D分

20人 ^,ﾛ叩円

パソコン研修

羽　根

さわやか

交流館

５月日日脚～日月11日月

毎週月・火・木・金曜日全凹回

午前の部:ID時～正午

午後の部：１時30分～３時3Q分

午前午後

それぞれ

　EO人

3.0QQ円

ワープロ、インターネットや電

子メールなどの基礎知識を修得

する入門コース。



新
し
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
し
た

然11

閣

　理昔酋
　班23 23

　　●◆
　　6

6

　　1 1
　　O 3
　　７０

　
仕
事
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
市
役

所
の
事
務
時
間
内
（
平
日
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
５
時
）
に
来
庁
で
き
な

い
か
た
の
た
め
に
、
住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
登
録
証
明
書
・
土
地
証
明
（
車

庫
証
明
用
）
・
軽
自
動
車
税
納
税
証
明

　
（
車
検
用
）
の
電
話
予
約
制
度
を
始

め
ま
し
た
。

　
予
約
受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
８

時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
交
付
時
間
　
平
日
　
午
後
５
時
～

午
後
９
時
　
休
日
　
午
前
８
時
3
0
分

～
午
後
９
時

　
交
付
場
所
　
宿
直
室
（
市
役
所
本

館
一
階
）

※
　
た
だ
し
、
休
日
の
午
前
８
時
3
0

分
～
午
後
５
時
に
つ
い
て
は
日
直
室

　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

　
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

　
予
約
で
き
る
か
た
　
本
人
ま
た
は

本
人
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
か
た

　
（
印
鑑
登
録
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
印
鑑
の
登
録
を
し
、
印
鑑
登

録
証
を
お
持
ち
の
か
た
）

　
申
し
込
み
先
　
市
民
課
窓
ロ
ー
班

豊
2
3
◆
Ｃ
Ｕ
Ｉ
Ｑ
．
）
０

　
手
数
料
　
各
１
通
：
三
百
円

　
土
地
証
明
（
車
庫
証
明
用
）

　
予
約
で
き
る
か
た
　
車
の
保
管
場

所
及
び
土
地
の
所
有
者
が
わ
か
り
、

車
庫
証
明
申
請
の
た
め
に
必
要
と
さ

れ
る
か
た

　
申
し
込
み
先
　
資
産
税
課
総
務
班

豊
2
3
◆
ｒ
ｎ
）
１
０
７

　
手
数
料
　
１
通
・
：
二
百
円

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
（
車
検
用
）

　
予
約
で
き
る
か
た
　
使
用
の
本
拠

の
位
置
が
岡
崎
市
の
車
両
で
車
検
用

に
証
明
を
必
要
と
さ
れ
る
か
た

　
申
し
込
み
先
　
収
納
課
収
入
整
理

班
豊
2
3
◆
C
O
ｒ
-
l
Ｃ
ＭI
D

　
手
数
料
　
無
料

※
　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
証
明
書
受

取
り
の
際
、
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
印
鑑
登
録
証
明
書
に
あ
っ

て
は
、
印
鑑
登
録
証
（
力
－
ド
）
も

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
の

処
分
に
つ
い
て

　
先
ご
ろ
、
県
内
の
か
た
が
自
宅
で

消
火
器
を
廃
棄
処
分
中
に
消
火
器
が

破
裂
し
、
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　
消
火
器
の
廃
棄
に
つ
い
て
は
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
普
通
の
ゴ
ミ
と
は
違
う
の
で
、
所

か
ま
わ
ず
放
置
し
な
い
。

②
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
、
事
故

防
止
の
た
め
に
必
ず
お
買
い
求
め
に

な
っ
た
販
売
店
か
専
門
業
者
に
処
分

を
依
頼
す
る
。

③
消
火
器
は
、
勝
手
に
分
解
し
な
い
。

④
不
要
消
火
器
の
放
射
は
絶
対
に
し

｜

｜

な
い

産
業
振
興
と
雇
用
拡
大
の
た
め

工
場
等
の
建
設
を

奨
励
し
て
い
ま
す

　
市
内
に
工
場
等
を
建
設
し
よ
う
と

す
る
事
業
所
に
は
、
次
の
と
お
り
奨

励
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
次
の
対
象
要
件
に
該
当
す
る
工

場
を
建
設
す
る
計
画
が
あ
る
場
合

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

金立
　ヨ

金建
　Ｅ

回付
｜

人業がかは億取一築係高一に凹つ十円得土でる度

以つ人　｀億＿費地固工先

上い＿新円中用を定場端
　て中規一小が除資等i産
　は小雇以企五く産の業
　５企用上業十一税新に

以べ新
上床増

　面築
　積部
　二分
　且

リ§

　
詳
し
く
は
、
商
工
労
政
課
商
工
振

興
班
ま
で
。

居宅介護ｻｰﾋﾞｽ計画の作成依頼はお済みですか?　　譜

6682

　介護保険の要介護・要支援の認定を受けられたかたで　　アプランを作成してもらうことが必要です（無料）。

居宅サービス（ヘルパー、ディサービス、ショートステ　　市内にある指定居宅介護支援事業者は次のとおりです。

ィなど）を受けるには、指定居宅介護支援事業者にてヶ

アイタック岡崎営業所（戸崎町榎ケ坪）S71・DD26 シルバーネット岡崎（羽根町若宮）萱53・1643

アイリスケアセンター岡崎（唐沢町)昔E7・D3ia スクエアガーデン（羽根町中田)酋55・H555

あおい介護相談所（伝馬通３丁目）豊22・7741 竹本薬局（能見町）nE4・1274

いくた薬局（柱町東荒子）き51・2893 トラスト福祉事業部（東大友町並木側）eae・3311

市医師会ケアマネジメントセンター（竜美西１丁目）容52・17B2なのはな苑(福岡町四反田）S57・B087

市社会福祉協議会（朝日町３丁目)きe3・B7a5 ナンブ介護支援ステーション（八帖北町）a65・3Q80

市総合老人福祉センター（美合町下長根)n55・0116 日本介護ホームセンター岡崎（稲熊町日丁目)S65・3577

市中央地域福祉センター（梅園町寺裏）き£5・7714 ほっとハウス愛（美合町中長根）萱53・923g

市北部地域福祉センター（岩津町西坂）公45・8795 みかわ市民生協コープ福祉サービス（竜美南3丁目)酋53・14a日

市南部地域福祉センター（下青野町天神）容43・0990 三嶋内科病院ヶアプランセンター（六供町３丁目）SEE3232

市西部地域福祉センター（芋頭町小薮）きa4・3E15 三田老人保健施設（欠町三田々北通）QB巳・7501

岡崎東病院（洞町向山）昔2E・6616 みのりライフ介護センター（六名?丁目）a51・397巳

風見ケアマネージメントサービス（井内町風見)a59・0D日7 みやびケアセンタ一（羽根町西ノ郷)n5B・8559

かわいの里（秦梨町平畑）豊47・3333 やはぎ苑（上佐々木町大官）容34・36日日

コムスン伊賀町ケアセンター（伊賀町３丁目)容e7・4622 ライフサポートてくてく（明大寺本町）萱sa・0165

さくらの里（中岡崎町）eE4・1331 老人ホーム岡崎寮（竜泉寺町松本）052・7715

さわやか介護支援センター（羽根町陣場）O57・1E21 (5口音順■2月末現在)

※この他に市外の指定居宅支援事業者もあります。詳しくは介護保険課にお尋ねください。

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月１日ｅ
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消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

の
ご
案
内

　
消
防
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
一
定

規
模
以
上
の
防
火
対
象
物
に
設
置
さ

れ
て
い
る
消
防
用
設
備
な
ど
を
点
検

す
る
こ
と
の
で
き
る
資
格
を
得
る
た

め
の
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
日
　
第
一
種
・
：
６
月
５
日
㈹
～

７
日
困
（
３
日
間
受
講
）
　
第
二
種

…
６
月
i
-
Ｈ
日
脚
～
1
4
日
俐
（
３
日
間

受
講
）

　
会
場
　
愛
知
県
産
業
貿
易
館
西
館

大
会
議
場
（
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内

ニ
ー
四
一
七
）

　
募
集
人
員
　
各
2
7
0
人

　
受
講
料
　
三
万
三
千
円

　
申
請
期
間
　
４
月
1
9
日
困
～
2
7
日

廊　
申
請
場
所
　
厠
愛
知
県
消
防
設
備

安
全
協
会
（
名
古
屋
市
東
区
白
壁
一

－
五
〇
　
愛
知
県
白
壁
庁
舎
内
）

　
そ
の
他
　
申
請
書
は
消
防
本
部
予

防
課
、
各
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
な

お
受
講
に
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課
（
a

2
1
・
9
8
5
9
）
ま
た
は
県
消
防
設

備
安
全
協
会
（
ｓ
０
５
２
・
９
６
２

◆
0
7
0
7
）
　
ふ
よ
で
。

消
防
設
備
士
講
習
の
ご
案
内

　
日
時
　
５
月
1
7
日
困
～
５
月
2
3
日

南
の
う
ち
の
指
定
日
各
日
　
午
前
1
0

時
～
午
後
５
時

　
会
場
　
県
産
業
貿
易
館
西
館
（
名

古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
－
一
－
六
）

　
対
象
者
　
消
防
設
備
士
免
状
の
交

付
を
受
け
た
日
か
ら
２
年
以
内
ま
た

は
こ
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
５
年

以
内
の
人

　
な
お
、
所
定
の
期
間
内
に
講
習
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
免
状
の
返
納

命
令
制
度
に
基
づ
く
違
反
点
数
の
措

置
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
今
回

の
講
習
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
受
講
料
　
七
千
円

　
受
付
期
間
　
４
月
1
6
日
側
・
1
7
日

㈹　
受
付
場
所
　
愛
知
県
庁
西
庁
舎
１

階
ロ
ビ
ー

　
そ
の
他
　
受
講
申
請
書
は
、
４
月

３
日
㈹
以
降
、
消
防
本
部
予
防
課
、

消
防
署
各
署
所
、
西
三
河
事
務
所
及

び
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
シ
ピ

コ
３
階
）
に
あ
り
ま
す
。

水
難
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
市
内
の
各
地
で
農
業
用
水
路
な
ど

の
通
水
が
始
ま
り
ま
す
。
用
水
路
や

た
め
池
な
ど
の
近
く
で
子
ど
も
を
遊

ば
せ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
水
路
な
ど
に
ご
み
や
土
石

を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

介護ｻｰﾋﾞｽ膳料本順担の　　介護保険制度では、介護サービスを利用された場合の本人負担額

;．　　；　　－　　　　　　　　　　　　が原則１割となってぃますが、岡崎市においては次表に該当するか紺ﾄﾞ纏について　　　　
たに利用料本人負担額の減免・減額制度があります。

　　　介護保険課給付班S2 3・6682　　　詳しくは、介護保険課給付班（福祉会館１階）にご相談ください。

サービス種類等 認定条件 減額・減免率等

毫
Ｔ
反

訪　問　介　護
　(ヘルパー)

　平成11年４月１日から平成12年３月31日までの間に岡崎市によるヘルパー派遣
実績のあるかたのうち、所得税世帯非課税であつたかた。

　4D歳から剛歳までの方のうち、所得税か世帯非課税のかた。
給付率97％

介護サービス

①震災、風水害、火災等により自己又はその属する世帯の生計中心者が所有し、かつ、居住の用に供する住宅又は家財か!O分の５以上の損害を受けたかた。
給付率m％

⑧上記①の損害が10分の３以上10分の５未満のかた。 給付率95％

③その方の属する世帯の生計中心者が入院、死亡等により、その世帯の収入か著
しく減少したかた。 給付率95％

訪　問　介　護通　所　介　護
短期入所生活介護

　減額事業所として申出をした社会福祉法人等を利用している方のうち、生活保
護を除く市民税世帯非課税で老齢福祉年金を受給しているかた。

減免率1／e

施
設
サ

　｜
ピス

食事の標準負担額　特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型病床群に入所しているかたの
うち、市民税世帯非課税のかた。

本人負担か１日5QQ円
または300円

特別養護老人ホームの利用料
　平成旧年３月31日以前から特別養護老人ホームに入所しているかたのうち、市
民税世帯非課税であって、利用者負担を１割とすると介護保険施行前の費用徴収
額を上回るかた。

給付率95％、97％また
はm%

特　別　養　護
老人ホ～ム

　減額事業者として申出をした特別養護老人ホームに入所しているかたのうち、
生活保護を除く市民税世帯非課税で老齢福祉年金を受給しているかた。

減免率1／2

①平成18年３月31日以前に入所のかた。 (日常生活費)

⑧平成]^年４月１日以降に入所のかた。 (利用者負担額食事の標準負担額日常生活費)

ｅ



補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し

　
　
一
般
会
計
は
一
億
四
、
二
三
一
万

円
の
増
額
、
特
別
会
計
三
二
億
九
、

〇
九
〇
万
円
の
減
額
、
企
業
会
計
三

億
八
、
五
七
二
万
円
の
減
額
で
、
こ

れ
に
よ
り
本
年
度
の
予
算
総
額
は
、

二
、
〇
五
九
億
三
、
四
一
五
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
一
般
会
計

　
増
額
補
正
の
主
な
も
の
は
、
都
市

計
画
道
路
用
地
費
（
五
億
六
、
七
八

三
万
円
）
、
公
園
用
地
費
（
一
億
九
、

七
八
八
万
円
）
、
市
債
の
繰
上
償
還
を

行
う
市
債
償
還
元
金
（
六
億
七
、
〇

七
二
万
円
）
、
将
来
の
財
政
需
要
に
そ

な
え
た
財
政
調
整
基
金
積
立
金
（
九

億
四
、
七
四
三
万
円
）
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
減
額
補
正
の
主
な
も
の
は
、
中
小

企
業
事
業
資
金
預
託
金
（
五
億
円
）

な
ど
の
ほ
か
工
事
関
係
費
の
契
約
差

金
な
ど
に
よ
る
補
正
を
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
歳
出
補
正
予
算
に
対
す
る

歳
入
は
、
市
税
、
地
方
特
例
交
付
金
、

市
債
な
ど
の
補
正
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
特
別
会
計

　
Ｉ
‐
－

　
競
艇
事
業
特
別
会
計

　
競
艇
事
業
運
営
委
託
料
な
ど
あ
わ

せ
て
一
六
億
六
、
四
〇
七
万
円
の
減

額
補
正

　
介
護
保
険
特
別
会
計

　
保
険
給
付
費
な
ど
あ
わ
せ
て
一
四

億
七
六
五
万
円
の
減
額
補
正

企
業
会
計

　
病
院
事
業
会
計

　
医
療
器
械
備
品
購
入
費
な
ど
あ
わ

せ
て
一
億
五
一
〇
万
円
の
減
額
補
正

　
水
道
事
業
会
計

　
配
水
・
給
水
施
設
工
事
費
な
ど
あ

わ
せ
て
二
億
八
、
〇
六
二
万
円
の
減

額
補
正

３
月
定
例
会
で
次
の
条
例
が

成
立
し
ま
し
た
。

■
岡
崎
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
議
会
の
会
派
等
に
対
し
て
交
付
す

る
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
ま
し
た
。

Ｉ
岡
崎
市
さ
わ
や
か
交
流
館
条
例
の

改
正

　
新
設
す
る
さ
わ
や
か
交
流
館
（
矢

作
南
・
六
ツ
美
中
部
）
の
名
称
及
び

位
置
を
定
め
ま
し
た
。

一
岡
崎
市
敬
老
条
例
の
改
正

　
敬
老
祝
金
の
支
給
対
象
者
及
び
額

を
改
め
ま
し
た
。

Ｉ
岡
崎
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例

の
改
正

　
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢

を
引
き
上
げ
ま
し
た
。
〈
平
成
1
3
年
７

月
１
日
か
ら
施
行
〉

■
岡
崎
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正

処
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
市
民
な
ど
が
排
出
す
る
特
定
家
庭

用
機
器
の
処
理
手
数
料
を
定
め
ま
し

た
。

■
岡
崎
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
制
限
条
例
の
改
正

　
岡
崎
都
市
計
画
真
伝
地
区
に
建
築

す
る
建
築
物
等
の
制
限
を
緩
和
し
ま

し
た
。

Ｉ
岡
崎
市
消
防
団
条
例
の
改
正

　
消
防
団
員
の
報
酬
の
額
を
引
き
上

げ
ま
し
た
。

」
こ
の
ほ
か
次
の
条
例

▽
岡
崎
市
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
制
定

▽
岡
崎
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
事
務
分
掌
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
手
数
料
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
市
税
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
条
例
の
制
定

▽
岡
崎
市
福
祉
の
村
条
例
等
の
改
正

▽
岡
崎
市
介
護
保
険
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
農
業
構
造
改
善
事
業
協
議

会
条
例
の
廃
止

▽
岡
崎
市
農
林
産
物
等
展
示
即
売
施

設
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
土
地
区
画
整
理
事
業
助
成

条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
学
校
医
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
議
会
委
員
会
条
例
の
改
正

運
転
免
許
の
更
新
が

簡
略
に
な
り
ま
す

　
申
請
写
真
が
省
略
に
な
る
か
た

①
県
内
の
す
べ
て
の
免
許
更
新
申
請

さ
れ
る
か
た
（
県
外
か
ら
の
転
入
と

同
時
に
免
許
更
新
申
請
を
さ
れ
る
か

パルック・マルケイ（八幡町）

平岩電器カミヤ店（宇頭町）

フカツ電化社　緑ケ丘店（緑丘２丁目）

フカツ電化社　福岡店（福岡0J）

フカツ電化社　中島店（中島町）

フカツ電化社　美合店（美合新町）

フクタデンキ（明大寺町）

フジデンキ株式会社（中町）

ベリーズホーエー福岡店（福岡町）

ホームセンターナカイ岡崎店（羽根町）

㈱松坂屋岡崎店家庭電器売場（康生通西3丁目）

マツヤラジオ店（蓬莱町）

美合ラジオ（美合町）

美川商会（美合町）

M I KAWA　ヨーデン（井田新町）

八木電化センター（連尺通３丁目）

ヤスオ電器（本宿町）

ＹＡＭＡＤＡテックランド岡崎店（大平町）

山中電器（舞木町）

ヨシダデンキ緑丘店（緑丘１丁目）

ヨシダデンキ康生店（本町通１丁目）

Llos小林家電（大和町）

Lios高沢電化（天白町）

リビングセンター　ハンズ（戸崎元町）

ティー･ハイパーマート岡崎店（上六名町）

テル・マツダ（藤川町）

㈱テレビ堂（明大寺町）

電化しよつぷ・中之郷（中之郷町）

電化のアオヤマ（大西１丁目）

電化のフクタ（戸崎新町）

電化のやまもと（美合新町）

電化センターたわら（宇頭町）

電化ライフコンドウ（中町）

でんきはうすすぎやま（上地２丁目）

電気舎マツオ（板屋町）

株式会社電波堂（簡田町）

東海テレビサービス（矢作町）

ＴＯＰみかわOKA［A店（岡田電器）（井田西町）

ＴＯＰみかわホンダ店（本田電気）（下青野町）

ＴＯＰみかわ福岡店（福岡町）

内藤電化空調設備（伊賀町）

ナカ電化センター（筒針町）

ナガサカデンキ（伊賀町）

ナペタわかまつ（若松町）

㈱ハシラ電器本店（柱町）

ハシラ電器東店（庄司田１丁目）

パナドーム（牧御堂町）

原川電器（若宮町）

コガデンキ（康生通東２丁目）

㈲小島屋ラジオ商会（能見町）

㈲さくらやデンキ（中町）

サンタ電器（緑丘３丁目）

㈲サンワ家電（伝馬通３丁目）

清水商会（戸崎町）

清水電器（伝馬通１丁目）

ジャンボエンチョー岡崎店（大平町）

ジャスコ岡崎南店（戸崎町）

正栄電器（矢作町）

ジョーシン矢作店（橋目町）

㈲城北電機（城北町）

ジョイ・さくらやデンキ（昭和町）

新海無線電器商会（矢作町）

新海無線あちか店（橋目町）

㈲スズキリーディングワーク（明大寺町）

鈴木電器（宇頭町）

成電社（伊賀町）

大栄電器（細川町）

第一電器（井田南町）

大輪ムセン（大和町）

谷山ラジオショップ（大平町）

CYUKYO　ＫＡＤＥＮ（橋目町）

ツルタ電器中島（中島西町２丁目）

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月1日ｅ
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女性の

ための

法律相談
働く婦人会館

S23◆2963

■日時　４月28日出　午後.2時～４時

■場所　働く婦人会館（伊賀新町）

・対象　市内在住、在勤の女性

■相談員　弁護士　加藤郁江氏

■申込方法　予約制です。４月10日（火）

午前8 時30分から、電話で働く婦人会

館まで（先着順、定員４人）。

当日は受け付けません。

※　相談は無料、秘密厳守。

国民年金保険料の支払

いは前納割引制度を

ご利用ください

　国保年金課年金班萱23・6 17 1

　４月に１年分を一括して納めると割

引があります。

　定額前納保険料は156,770円（割引額

2,830円），定額プラス付加前納保険料

161,480円（割引額2,920円）になりま

す。

た
を
含
む
）
②
受
け
て
い
る
免
許
の

一
部
取
り
消
し
を
希
望
さ
れ
る
か
た

　
従
来
ど
お
り
写
真
が
必
要
な
か
た

　
①
免
許
証
の
再
交
付
②
県
外
か
ら

転
入
さ
れ
た
か
た
の
住
所
変
更
③
国

外
運
転
免
許
証
④
新
規
免
許
（
期
限

切
れ
を
含
む
）

住
所
地
以
外
で
も
更
新
で
き
ま
す

　
尾
張
・
西
三
河
地
域
の
免
許
更
新

窓
口
を
開
設
し
て
い
る
刀
　
　
警
察
署
及

び
西
・
港
警
察
署
な
ど
に
お
い
て
は
、

管
轄
以
外
の
か
た
に
つ
い
て
も
免
許

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
管
轄
以
外
で
の
受
け
付
け
は
、
県

内
の
優
良
講
習
対
象
の
か
た
の
み
で

す
。
（
県
外
か
ら
の
転
入
と
同
時
に
免

許
更
新
申
請
を
さ
れ
る
か
た
を
含
み

ま
す
）

※
　
優
良
講
習
対
象
の
か
た
と
は
？

▼
優
良
運
転
者
＝
５
年
間
無
事
故
・

無
違
反
の
か
た
▼
準
優
良
運
転
者
＝

３
年
間
無
事
故
・
無
違
反
の
か
た
▼

前
回
が
優
良
講
習
で
、
今
回
軽
微
な

違
反
が
１
回
だ
け
あ
る
か
た

　
こ
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か

た
が
、
審
議
会
委
員
の
選
挙
権
及
び

被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
登
載
漏
れ
や
誤
り
が
あ
る
か
ど

う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
土
地
を
共
有
で
お
持
ち
の

か
た
は
、
共
有
者
選
任
通
知
を
お
出

し
く
だ
さ
い
。

　
縦
覧
期
間
・
時
間
　
４
月
６
日
圀

～
1
9
日
俐
　
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後

５
時

　
縦
覧
場
所
　
区
画
整
理
課
（
北
館

―
階
）

　
な
お
、
縦
覧
期
間
内
に
異
議
の
申

岡
崎
駅
西
土
地
区

画
整
理
審
議
会
委

員
選
挙
の
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧

　
４
月
か
ら
、
ま
だ
交
通
社
会
に
不

慣
れ
な
新
１
年
生
が
通
学
を
始
め
ま

す
。
運
転
者
は
、
特
に
新
入
学
児
童

に
配
慮
し
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
よ

　
家
庭
・
地
域
で
は
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
み

ん
な
で
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

ま
し
よ
う
。

蛍光灯管・乾電池の収集方法が変わり対/

　今までは、蛍光灯管・乾電池は年３回

の粗大ごみ収集のときに回収していま

したが、粗大ごみの収集方式変更に伴い

ステーション方式は終了し、４月以降

は、岡崎電器商組合、大型店などのご協

力で店頭（営業時間内）、もしくは市役

所・市民センター（毎日曜日午前９時

～午後４時）での回収方式に変更します。

　蛍光灯管や乾電池を捨てるときは、左

記の店頭回収協力店に持って行き、市で用

意する回収コンテナに入れてください。

　店頭に協力店の看板がありますので、

目印にしてください。

　水銀体温計、鏡は透明な袋に入れ、缶

ビンの資源ごみを出すときにステーシ

ョンに出してください。

ご協力、よろしくお願いいたしまTo

中央クリーンセンター酋22●1153

アイライフオオタ（土井町）

アイライフ柴田（百々西町）

あいちでんき上地店（上地１丁目）

愛電館おのだ（丸山町）

愛電館かわすみ（土井町）

愛電館こぱやし（竜美台１丁目）

愛電館なべた上地（上地２丁目）

愛電館やた（奥殿町）

愛電館やまもと（堂前町）

㈱愛電社（若宮町）

アオイ電器（上里２丁目）

あけぼの電化センター（西中町）

浅井ラジオ（美合町）

アサイデンキ（岡町）

アベラジオ㈱（伊賀町）

アマノラジオ（羽根町）

アラウズ（細川町）

アンドゥ電化社（東蔵前町）

アンドゥ電化社　鴨田店（鴨田町）

イエス宇野岡崎店（細川町）

育電社本店（吹矢町）

新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
よ
ヽ
つ

　
詳
し
く
は
、
岡
崎
警
察
署
免
許
係

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

㈲井田ムセン（井田町）

伊藤電気（能見町）

内海家電（若松東１丁目）

エーコー電化（中町）

㈱エイデン岡崎店（戸崎町）

㈱エイデン大樹寺店（大樹寺３丁目）

㈱エルエル岡崎店（上和田町）

エレックハウスあまの（天野家電）（岩津町）

エレックハウスいとう本店（鴨田町）

エレックハウスこぱやし（中島中町）

エレックハウスしばた（美合町）

㈱エレックス（秦梨町）

オオタニデンキ（東大友町）

大村電器（上六名３丁目）

カーマホームセンター岡崎店（欠町）

カガラジオ㈲（田町）

㈲カズオ電化（茅原沢町）

カトウ電気工業有限会社（朝日町）

金子電気商会（本宿町）

株式会社カミヤ電化設備（明大寺町）

川合電器（緑丘３丁目）

ギガス・カンサイ若松店（若松町）

ギガス・カンサイ大樹寺店（井田西町）

きたのでんき（羽根町）



犬
の
集
合
登
録
・

注
射
に
つ
い
て

　

日程表

実施日 実施日

4･mm 午前９時3D分～11時 大樹寺学区市民ホーム 5･s團 午前９時～10時 日名公園グラウンド

午前11時PD分～正午 岩津市民センター 午前10時20分～11時10分 広幡学区市民ホーム
午後Ｈ寺3口分～１時40分 宮石郵便局前 午前11時3D分～正午 愛宕学区市民ホーム
午後２時～２時10分 日影神明宮 午後１時30分～３時 梅園学区市民ホーム　　Ｉ
午後２時30分～２時40分 渡通津説教所前

＼困 午前９時～９時30分 蓑岡地縁会館
午後３時～３時20分 恵田学区市民ホーム

午前9時50分～10時20分 竜泉寺町公民館
17脚 午前９時lQ分～10時四分 北野学区市民ホーム

午前10時4口分～川時ID分 竜谷学区市民ホーム
午前回徊口分～正午 矢作北学区市民ホーム

午前11時3D分～正午 羽栗集会所午後１時3D分～3時3口分 JAあいち三河牧内支店　｜

＼m 午前９時3口分～11時 矢作西学区市民ホーム 午後川駝口分～１時3D分 中柴公民館

午前川駝0分～正午 矢作市民センター 午後１時50分～２時bD分 東部市民センター

午後１時3口分～３時 矢作東学区市民ホーム 午後３時10分～3時3口分 上池金公民館

＼困 午前日時20分～11時 六ツ美南部学区市民ホーム 川出 午前９時30分～11時 藤川学区市民ホーム
午前11時20分～正午 六ツ美中部学区市民ホーム 午前11時20分～正午　　　||日本宿学区公民館
午後１時30分～３時 六ツ美市民センター

午後１時eo分～１時40分 大幡町公民館
20圃 午前10時～正午 六ツ美北部学区市民ホーム

午後２時～３時30分 本宿学区市民ホーム
午後１時30分～３時 六ツ美西部学区市民ホーム

]目 午前９時30分～g& 龍海院
^s呵午前９時40分～lQ時10分 奥殿学区市民ホーム

午前1ﾛ時10分～ID時4口分 三島学区市民ホーム午前IQ時4D分～正午 岩津学区市民ホーム

午後１時3口分～２時30分 井田公園グランド 午前11時～11時30分 市立図書館

午後２時5口分～３時40分 北部公会堂 午前11時50分～午後]^時ID分勤労青少年ホーム

?固 午前９時3D分～10時30分 小豆坂学区市民ホーム 午後１時30分～３時 六名学区市民ホーム

午前10時5D分～11時50分 羽根学区市民ホーム 1則 午前g時3D分～10時20分 滝新町集会所
午後１時3口分～３時3D分 上地学区市民ホーム 午前ID時40分～正午 JAあいち三河常磐支店

2b伽午前９時～10時30分 竜美丘学区市民ホーム 午後］時3D分p時30分 井田学区市民ホーム
午前11時～正午 根石学区市民ホーム

午後２時5口分～３時3D分 せきれいホール
午後１時30分～３時 岡崎保健所

＼伽 午前10時～ｍ時10分 蓬生町公民館
2B困 午前９時30分～10時 城南学区市民ホーム

午前ID時30分～11時巳口分 新生平町公民館
午前1ﾛ時四分～11時20分 南部市民センター

午前川寺40分～正午 旧保母公民館（瓶井神社）午前川偏0分～正午 岡崎学区市民ホーム

午後１時30分～３時3D分 福岡学区市民ホーム 午後川t30分～２時3D分 美合学区市民ホーム

^7圀 午前９時四分～1ﾛ時4D分 北斗台会館 午後巳時5D分～３時eo分 洞町公民館

午前II時～正午 細川学区市民ホーム 17困 午前叩寺3口分～ID時 矢作市民センター

午後１時30分～３時30分 大門学区市民ホーム 午前1ﾛ時四分～1口時50分 JAあいち三河牧内支店
5･7回 午前lQ時～10時eo分 北野学区市民ホーム 午前11時20分～正午 六ツ美北部学区市民ホーム

午前ID時4D分～11時10分 大門学区市民ホーム
午後１時3口分～２時EQ分 六ツ美南部学区市民ホーム

午前n時30分～正午 大樹寺学区市民ホーム
午後２時40分～３時3口分 六ツ美市民センター

午後１時30分～３時 緑丘学区市民ホーム
mm 午前９時3D分~1D時 根石学区市民ホーム

日脚 午前９時eo分～９時30分 大柳町公民館
午前1口時zu分～11時 大平市民センター午前日峙5口分～10時20分 常磐東学区市民ホーム

午前1口時4D分～11時10分 常磐南学区市民ホーム 午前II時20分～正午 緑丘学区市民ホーム

午前11時部分～正午 秦梨学区市民ホーム 午後１時30分～２時 上地学区市民ホーム

午後目寺3D分～３時 大平市民センター 午後２時20分～３時20分 福岡学区市民ホーム

４

｜

市政だより／おかざき2001年(平成13年)4月1日ｅ

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
所

有
者
は
、
愛
犬
に
狂
犬
病
の
予
防
注

射
を
４
月
１
日
か
ら
６
月
3
0
日
の
間

に
、
毎
年
―
回
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
口
　
　
年
度
ま
で
に
登
録
し
た
犬

の
所
有
者
へ
「
平
成
1
3
年
度
狂
犬
病

予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」
を
４
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
対
象
　
生
後
9
1
日
以
上
の
犬

　
持
ち
物
　
平
成
1
3
年
度
狂
犬
病
予

防
注
射
の
お
知
ら
せ
は
が
き
の
問
診

票
（
記
入
の
う
え
）

　
料
金
　
三
千
三
百
円
（
注
射
済
票

交
付
手
数
料
五
百
五
十
円
、
狂
犬
病

予
防
注
射
料
金
二
千
七
百
五
十
円
）

　
な
お
、
新
た
に
未
登
録
の
犬
を
飼

い
始
め
た
場
合
は
登
録
が
必
要
で

す
（
三
千
円
）
。

　
場
所
　
下
記
集
合
注
射
会
場
（
開

業
獣
医
科
医
院
で
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
）

　
大
が
死
亡
し
た
と
き
や
所
有
者
ま

た
は
所
有
者
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
必
ず
保
健
衛
生
課
へ
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。



●ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ●

岡
崎
駅
東
土
地
区
画

整
理
審
議
会
委
員

選
挙
の
日
程

　
こ
の
選
挙
は
、
岡
崎
駅
東
地
区
の

関
係
権
利
者
に
よ
る
審
議
会
委
員
の

選
挙
で
す
。

　
選
挙
日
程

５
月

13
日

５
月
13
日

４　　４
月　　月
26 ‾16
日　　日

４
月

16
日

Ｒ
リ

巨

理び立
期推候
間薦補

　届の
　け届
　のけ
　受及

リ
刎

な
お
、
届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
の

固定資産税･都市計画税の

a晶　　．　　二　　　･　-.A二晶　A
納税通知書発送と

第1期分納期

●　4

数
が
、
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
を
こ

え
な
い
場
合
、
投
票
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
届
出
に
必
要
な
用
紙
は
、
区
画
整

理
課
（
北
館
―
階
）
に
あ
り
ま
す
。

４
月
１
日
、

Ｆ
Ｍ
お
か
ざ
き
が

変
わ
り
ま
す

　
歴
史
と
文
化
の
街
・
岡
崎
に
ラ
ジ

オ
の
原
点
登
場
／

　
庶
民
感
覚
と
共
感
の
対
話
・
「
た
か

ら
箱
」
と
し
て
、
地
域
に
根
付
い
た

市
民
参
加
型
ラ
ジ
オ
で
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
皆

さ
ん
の
声
を
ひ
と
つ
一
つ
お
届
け
し

ま
す
。

●
岡
崎
市
長
の
人
柄
が
わ
か
る
対
話

番
組

●
シ
ニ
ア
世
代
向
け
早
朝
い
き
い
き

ラ
イ
フ
番
組
「
シ
ニ
ア
悠
々
倶
楽
部
」

●
通
勤
・
通
学
・
家
事
と
動
き
始
め

た
一
日
を
応
援
す
る
「
モ
ー
ニ
ン
グ

　平成13年度の固定資産税・都市計画

税の納税通知書の発送を４月12日に予

定しています。

　第１期分の納期は４月15日から５月

１日までです。なお、第２期以降の納

期は従来どおりです。

資産税課総務班容23・6 1 07

電話ＦＡＸサービス目
目

－

Q目|

－=|
, 3

l g 】

－

51

0'

日
一
一

ａ
l』|D|

　　　　a22・フフフフ

市からのお知らせや暮らしに必要な

情報を電話やＦＡｘで24時間ご案内。

ダ
イ
ヤ
ル
」

●
素
敵
な
ラ
ン
チ
情
報
や
岡
崎
市
の

ト
レ
ン
ト
情
報
を
発
信
す
る
「
ブ
レ

イ
ク
Ｎ
ｏ
ｗ
」

１
今
夜
の
お
す
す
め
／
夕
食
の
一
品

は
？
頑
張
る
奥
様
へ
「
イ
ブ
ニ
ン
グ

ワ
イ
ド
」

●
個
性
豊
か
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

が
、
ヤ
ン
グ
世
代
と
対
話
す
る
「
ト

レ
ジ
ヤ
ー
Ｂ
ｏ
ｘ
」

●
岡
崎
市
の
い
ろ
ん
な
場
所
か
ら
、

い
ろ
ん
な
か
た
が
・
：
突
撃
／
公
開
生

放
送
／
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
　
ｕ
ｐ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｙ
ｊ

な
ど
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
自
主
制
作

番
組
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
タ
ジ
オ
が
山
か
ら
街
へ
、

Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
徒
歩
５
分
の
位
置
に
移

動
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
オ
ー
プ
ン

ス
タ
ジ
オ
を
移
し
、
気
軽
に
見
学
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
／

　
　
「
聴
く
ラ
ジ
オ
」
か
ら
「
出
る
ラ

ジ
オ
」
そ
し
て
「
見
る
ラ
ジ
オ
へ
」

Ｆ
Ｍ
お
か
ざ
き
は
変
わ
り
ま
す
／

　　代表的なメニュー番号

●●●今週の市政だより●●●

　　　　　７００

　　　　mm月曜日変更)

c76.3KID

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
　
（
敬
称
略
）

市
役
所
関
係

秘
書
課
総
務
班
豊
2
3
・
６
０
０
６

▼
柴
田
玲
甫
▼
杉
浦
貢
▼
鈴
木
一
枝

▼
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
岡
崎
▼
葵

桜
の
会
▼
リ
フ
ァ
イ
ン
緑
丘
・
岡
崎

北
▼
ロ
一
年
度
北
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼

1
2
年
度
東
海
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

社
会
福
祉
協
議
会
関
係

社
会
福
祉
協
議
会
容
2
3
・
８
７
０
５

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
▽
明
星
勝
代
▽
中
部
サ
ン
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金

▽
願
心
寺
▽
星
野
弘
之

●●●休日緊急当直医●●●

　　　　　１００

　　　mm月曜日変更)

●●●　　桜の開花情報　●●●

　　　　　　６００

　　　　(毎週月曜日変更)

　　　　桜の開花情報は

　　岡崎市ホームページでも

　　　ご案内しています。

httｐ://ｗｗｗ.city.Qkazaki

　　　　　　aichi.Jp

　　農務課園芸班
a236199春の植木・園芸相談会

■日時　４月１日(日)～５月６日(日)の土･日曜日及び祝日　午前10時～正午、

午後＼時～3B寺

■場所　おかざき農遊館　玄関前特設テント及び温室内

■内容　植木、鉢花、観葉植物の手入れなど(各開催日に植木展示ほ場の

植木を購入されたかた先着20人に植木苗を進呈)。

■主催　岡崎市植木生産協議会

　展示替えのため、次のとおり臨時休

館させていただきます。

4月24日(火)［〉27金

おかざき世界子ども美術博物館
　　　昔53・35 11

ｅ
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○
幸
田
町

岡崎市・幸田町・額田町の広域情報

春
の
山
を
歩
い
て
み
よ
う

ふ
れ
あ
い
歩
け
歩
け
運
動

　
日
時
　
４
月
1
4
日
出
　
午
前
８
時

3
0
分
受
付
け
、
午
前
９
時
開
始
（
雨

天
中
止
）

　
場
所
　
町
民
会
館
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

　
コ
ー
ス
　
町
民
会
館
↓
猿
田
彦
神

社
↓
不
動
ヶ
滝
↓
町
民
会
館
（
約
1
2

．
。
）

　
対
象
　
健
康
な
か
た
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
料
　
無
料

　
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒
な
ど

　
申
込
方
法
み
　
当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。

．
ｌ
ｉ

ハ
ッ
ピ
ネ
ス
ー
ヒ
ル
・
幸
田

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
オ
ー
プ
ン

　
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
ー
ヒ
ル
・
幸
田
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
日
は
開
い
て
る
の
？
ど
ん
な
催
し

や
っ
て
る
か
な
？
ど
ん
な
本
が
あ
る

の
か
な
？
な
ど
と
い
っ
た
町
民
会
館

・
図
書
館
・
町
民
プ
ー
ル
の
情
報
入

手
に
は
、
次
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ｈ
ｔ
君
:
／
Ｘ

w
w
ｗ
.
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
.
ｋ
ｏ
ｔ
ａ
.

ａ
ｉ
ｃ
ｎ
ｉ
.
ｊ
ｐ

小
椋
佳
「
歌
談
の
会
」

心
に
残
る
名
曲
を
作
り
続
け
る
歌

手
、
小
椋
佳
。
そ
の
や
わ
ら
か
な
歌

声
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
ト

ー
ク
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
６
月
1
3
日
伽
　
午
後
６
時

3
0
分
開
場
、
午
後
７
時
開
演

　
座
席
料
　
全
席
指
定
四
千
二
百
円

　
チ
ケ
ッ
ト
販
売
日
　
５
月
1
3
日
向

午
前
９
時
～

○
額
田
町

須
賀
神
社
大
祭
（
山
車
）

　
樫
山
須
賀
大
社
の
春
祭
り
の
山
車

と
祭
り
ば
や
し
は
、
町
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
り
で
は
、
須
賀
神
社
か
ら
神
明

宮
ま
で
の
問
を
山
車
が
引
き
回
さ
れ
、

神
明
宮
で
祭
リ
ば
や
し
が
奉
納
さ
れ

ま
す
。
氏
子
総
出
で
山
車
を
引
く
様

子
が
、
蟻
が
群
が
っ
て
大
き
な
餌
を

引
く
様
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
蟻

子
祭
り
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

《幸田町案内図》

至美合至岡崎

幸田町民プール|

匯］

１獣沼＼

印度

柵時
ハッピネス・

ヒル・幸田
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⊇
日
時

場
所

４
月
1
5
日
間

須
賀
神
社

午
前
ｍ
一
時
～

く
ら
が
り
・
か
お
れ
渓
谷

新
緑
ま
つ
り

　
新
緑
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
、
く
ら

が
り
渓
谷
や
か
お
れ
渓
谷
で
は
、
美

し
い
新
緑
や
満
開
の
桜
と
い
つ
た
す

ぱ
ら
し
い
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

　
新
緑
祭
り
の
期
間
中
は
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
春
の
く
ら
が
リ
渓
谷
を
描
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
優
秀
作
品
は
表
彰
さ
れ
、

展
示
紹
介
い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご

●交通の便

　JR幸田駅から

　享で5分

至三河湾

スカイライン

荻谷

小字校

　●
-

　県道芦谷蒲郡線

至蒲郡

《額田町案内図》
　Ｎ
R

参
加
く
だ
さ
い
。

　
期
間
　
４
月
2
1
日
出
～
５
月
６
㈲

　
場
所

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ち
び
っ

　
く
ら
が
リ
渓
谷
観
光
案
内
所

こ
マ
ス
釣
り
大
会

期
日
　
５
月
３
日
㈲
、
５
日
㈲

場
所
　
く
ら
が
リ
渓
谷
マ
ス
釣
り
場

問
い
合
わ
せ
先
　
碧
水
会
a
8
3
・

　
　
日
近
の
里
こ
い
の
ぽ
り
揚
げ

　
日
近
の
里
に
こ
い
の
ぽ
リ
二
百
匹

が
泳
ぎ
ま
す
。
初
日
は
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
期
間
　
４
月
2
2
日
剛
～
５
月
1
9
日
出

　
場
所
　
か
お
れ
渓
谷

　
問
い
合
わ
せ
先
　
形
埜
地
区
協
議

会
容
8
4
・
2
0
4
0
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市政だより｢おかざき｣

が新しくなります/

　
　
　
　
　
　
　
●

こ
こ
が
変
わ
り
ま
す

｜

Ｉ
原
則
と
し
て
一
口
号
は
「
特
集
」
を
、
十
五

日
号
は
「
お
知
ら
せ
」
を
中
心
に
し
た
紙
而
構

成
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
新
た
な
コ
ー
ナ
ー
も
登
場
。

よ
り
充
実
し
た
紙
面
を
お
届
け
し
ま
す
。

一
岡
崎
地
名
物
語
が
始
ま
り
ま
す
。
岡
崎
に
ま

つ
わ
る
地
名
に
つ
い
て
隨
ハ
昧
深
い
も
の
を
、
岡

崎
地
方
史
研
究
会
の
皆
さ
ん
の
執
筆
で
毎
月
一

日
号
に
連
載
し
ま
す
（
五
月
一
日
号
か
ら
）
。

Ｉ
綴
じ
穴
が
な
く
な
り
ま
す
。
今
日
、
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
情
報
は
量
も
多
く
、
ま
た
、

日
々
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
政
だ
よ
り
も

古
い
も
の
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
し
、
最
新
の

も
の
で
情
報
を
確
認
す
る
ぷ
っ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
綴
じ
穴
の
マ
ー
ク
を
つ
け
ま
す
の
で
、

保
存
し
て
お
き
た
い
か
た
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４月15日号から市政だより

｢おかざき｣が新しく

生まれ変わります。　　／

投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

郡
り
赳
抜
口
声
（
七
月
一
日
号
か
ら
）

　
若
い
世
代
の
か
た
が
た
か
ら
い
た
だ
い
た
文

章
を
掲
載
し
ま
す
。
二
十
五
歳
く
ら
い
ま
で
の

市
内
に
在
住
・
在
学
ま
た
は
在
勤
の
か
た
、
形

式
に
と
ら
わ
れ
ず
書
き
た
い
こ
と
を
書
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
学
校
や
会
社
の
こ
と
、
と
も
だ
ち

の
こ
と
、
夢
や
希
望
に
つ
い
て
な
ど
テ
ー
マ
は

自
由
。
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
政
だ
よ
り
二
月
一
日

号
七
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

わ
が
家
自
慢
！
（
四
月
一
日
号
か
ら
）

　
　
「
わ
が
家
は
四
世
代
同
居
で
み
ん
な
元
気
で

す
≒
わ
が
家
の
こ
の
料
理
は
天
下
一
品
Ｉ
こ
「
う

ち
で
は
家
族
そ
ろ
っ
て
毎
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し

て
る
ん
だ
よ
」
な
ど
な
ど
、
皆
さ
ん
の
お
宅
を

　
「
お
か
ざ
き
」
で
白
慢
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
内

容
と
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
一

枚
添
え
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
発
（
四
月
十
五
日
号
か
ら
）

　
「
市
民
発
」
に
お
知
ら
せ
の
記
事
を
掲
載
し

た
い
個
人
も
し
く
は
団
体
の
か
た
、
原
稿
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
原
稿
の
締
切
は
、
原
則
と
し

て
毎
月
十
五
‐
‥
。
記
事
は
締
切
日
翌
月
十
五
ロ

号
の
「
お
か
ざ
き
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
（
必
ず

掲
載
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
）
。

　
な
お
、
営
利
目
的
や
政
治
的
・
宗
教
的
な
も

の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

提
出
は
こ
ち
ら
へ

　
す
べ
て
の
原
稿
の
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
は

広
報
課
広
報
班
（
a
2
3
・
6
0
3
3
）
ま
で
。

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
持
参
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
若

い
世
代
の
声
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
１
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
㈲
ド
閻
」
＝
〒
伽
…
8
6
0
1
　
岡
崎
市
役
所

　
　
　
　
　
広
報
課
広
報
班

［
問
㈲
ぽ
］
＝

2 3
・
6
9
5
0
（
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通
）
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「晩秋」

岡崎フォト浪漫2000　元康賞

柴田　豊さん（岡町）

「落花の彩り」

岡崎フォト浪漫2000　元康賞

畔柳　栄さん（魚町）

「春のであいはし」ｒぷで‰『

観光写真コンテスト

岡崎フォト浪漫

入賞作品発表と作品募集

岡崎フォト浪漫募集要項
観光課観光事業班　豊23・62 1 6

■題材　自由の部＝岡崎の観光（名所、旧跡、伝統行事、自然など）

　　　　課題の部＝岡崎城・岡崎観光夏まつり

■応募規定　平成13年１月１日から12月31日までの間に市内で撮影した作

品で、未発表の作品に限ります。四ッ切・ワイド四ッ切（ともに余白可）

サイズで、単写真のカラープリントで応募してくださいＯデジタル処理は

不可とします。資格制限はなく１人何点でも応募できますが、モデル撮影

会の作品は不可とします。作品の裏面に題名、部門の別、撮影日、撮影場

所、氏名（ふりがな）、年齢、住所、電話番号を明記した応募票（自作可）

を貼付し応募してください。応募作品の返却はしません。なお、入賞作品

については原版を提出していただきます。指定期日までに提出のない場合

は失格となります。入賞作品の著作権、使用権は主催者側に帰属するもの

とします。

・応募締切　平成14年１月31日（木）

・賞　両部門の中から家康賞１点＝賞状・賞金10万円、元康賞2点＝賞状・

賞金５万円、竹千代賞２点＝賞状・賞金３万円、また、両部門ごとに部門

賞として特選１点＝賞状・賞金２万円、準特選５点＝賞状・賞金１万円、

入選10点程度＝賞状・記念品

「夕暮れの岡崎城」

岡崎フォト浪漫2000　竹千代賞

三浦　忠さん（根石町）

「初秋の公園」

岡崎フォト浪漫2000　竹千代賞

高橋　昭二さん（蒲郡市）

■編集・発行　広報課／匝匝垂珠洲　〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地

■岡崎市ホームページ　http:ﾉｸﾞｗｗｗ.city.okazaki.aichi.jp

　　　[〉電話案内：萱23 ・6495　教えてくれません課：S23 ・ 6666(4月２日から)



｢i端酬 rTMりn｢1
● lifipX 辱町∩

施　設　名 所在地・電話番号 時　　　　　　間 備　　　考

・土曜・日曜・祝日休み

市役所本館・北館 十王町^丁目９　　酋23･6495

午前８時3D分～午後５時

(毎週金曜日は市役所本館市民課の窓口業務を午後7時まで延長しています)

市役所若宮庁舎 若宮町^丁目1 －1

各　　　支　　　所 (裏面参照)

情報ネットワークセンター菅生町１丁目3－1 a23･67日0 平日：午
土・日曜

う9時～午後７時

　午前９時～午後５時

第1･3土曜日と､その翌

日の日曜日は休館

情報開発センター 菅生町１丁目３－１
mmネットワークセンター内)

　　　　　　　　　　a26･2711

平日：午前９時～午後５時
講座のある日平日：午後９時まで

　　　　　　土･日曜:午後５時まで

消　防　本　部 朝日町３丁目４　　容21･5151

岡崎市民病院 高隆寺町五所合3－1
　　　　　　　　　　酋pi･B川

外来再診受付は午前８時開始　Ｉ

(診療は午前８時30分開始)

　　　　　　　　　　　　　　　　市制記念日(7/])は休み

午前８時3〔〕分～午後５時

竜美丘健診センター 竜美北２丁目B －1 公e3･6[]84

保健センター 康生通南３丁目5B　025･1144

環境調査センター 美合町五本松開－I 357･053D

繊維センター 美合町五本松6B－ l Q53･4511

■日曜・祝日休み

高年者センター岡崎 美合町下長根2－l a55･DllB

午前９時～午後５時　　　　　敬老の日は開館

中央地域福祉センター 梅園町寺裏5－l　Q25･77D1

北部地域福祉センター 岩津町西坂54-1　容45･B79【]

南部地域福祉センター 下青野町天神78　　Q43･66[]0

西部地域福祉センター 宇頭町小薮70－1　a34･3811

福　祉　会　館
　(社会福祉協議会)

朝日ffll3丁目Ｐ　　昔23･B7[]5 平日：午前叩寺30分～午後５時Ｉ

土曜：午前日時30分～午後零時30分

視聴覚ライブラリー 菅生町１丁目3－1 き23･67日9
m報ネットワークセンター内)

平日

土曜
午前９時～午後５時　　・市制記念日(7/1)は休み
午前９時～午後零時30分，

１日曜休み

八帖クリーンセンター 八帖南町立島2 －1 容ep･543B 平日：午前８時30分～午後４時
　(正午から午後１時は除く)

可燃ごみのみ

土曜：午前８時3〔〕分～11時3口分

中央クリーンセンター 高隆寺町阿世保5　QeP･1153

粗大ごみ受付センター

　　　　　　　　　　昔P2･2[][][]

平日：午前B時3D分～午後４時

　(正午から午後１時は除く)

可燃ごみ、不燃ごみ、

資源ごみ、粗大ごみ

土曜：午前８時30分～11時30分 可燃ごみ、粗大ごみ

第４日曜：午前９時～午後４時

　(正午から午後１時は除く)

粗大ごみ

リサイクルプラザ
平日：午前日時3D分～午後４時
　(正午から午後１時は除く)

毎月第４日曜日はリサ

イクルの日

土曜日は休み第４日曜：午前９時～午後４時

１月曜・祝日は休み

福祉の村(清楽荘) 欠町清水田フー１　容P4･1754

午前９時～午後５時

清楽荘は敬老の日は開館
月曜[ﾖが祝日の時は翌日休み

福祉の村(友愛の家) 欠町清水田フーl　021･B[〕77

働く婦人会館 伊賀新町1〔]－3　　容23･2963 午前９時～午後９時 市政記念日(7/1)は休み

少年自然の家 須淵町屋名平44－1 公7･P357 午前日時3〔〕分～午後５時　　　｜こどもの日は開館

　　　　　　　　　(受付時間)Ｉ市政記念日(7/1)は休み

■月曜・祝日の翌日、市制記念日は休み

各市民センター (裏面参照) 平日：午前９時～午後9B寺
日曜・祝日：午前日時～午後５時

勤労青少年ホーム 上六名３丁目3－7 容51･41D4 平日：午後１時～９時
日曜・祝日：午前10時～午後５時

｜
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計
技
換
補

画
術
地
償

班

班

班

班

組合指導課

指
技
換

導
術
地

23-B278

23-6286

23-6272

23-6267

逼3^

班23-62日日

班23-Be日3

班23-62B2
土地区画整理組合連合会23-6291

建築住宅課北館3階

庶務企画班23-63P1

住宅管理班23-6320
(住宅管理班のみ　本館２階)

築
築

建
建
設

１
ｃ
ｕ

班23-6406

班23-6327

備　　班23-6326

建築指導課北館3階

班
班
班

導
査
査

指
審
審

務
築
発

庶
建
開

23-6192

23-6332

23-6253

ｼﾋﾟｯｸｾﾝﾀ･

総
計
技

務
画
術

一整備室北館3階｜

　班23-6B97

　班23-6690

　班P3-BB93

業　務　課egず

務
理
及
設

　
　
　
　
水

総
経
普
排

施 設

理　
設
設
設

管
施
施
施

工

総
計
工
工
工
地

事

務
画

事
事
事

　班23-6303
　班23-6304
　班23-6300
備班23-B30B

Ξ　　若宮庁舎課２・

１
n
U

Ｃ
Ｏ

１
-

Ｏ
Ｊ

Ｃ
D

域下水

班23-6295

班23-6506

班

班
-
課
一班

班
班

班
班

班

23-B512

23-6730

若宮庁舎
２　　階

23-6789

83-6302

23-B298

23-63[日

23-650日

23-6547

願市民鯛事務局

総　　務　　課

庶務管理班B6-7Q12
経　　理　　班66-7008

班
班
班
班

　
　
理
持

度
給
管
維

　
　
設
設

用
供
施
施

業

務
事
計
食

　
　
子

業
医
電
給

務

66-7017

66-7054

BB-7007

66-7009

課

　班BB-7020
　班BB-7021
算班BB-7255
　班66-7038

岡崎市民病院
代

＜外来＞

表2卜Bill

付
内
付
付

66-7170
　外科・脳神経外科・呼(

吸器外科・心臓血管外

)

　科・小児外科・麻酔科

内科系受付66-71BD

　内科・神経内科・呼吸器(

科・消化器科・循環器科

)

整形外科・形成外科66-7190

産　婦　人　科66-7200

心療精神科66-7201

眼　　　　　科66-7210

耳鼻いんこう科BB-7211

泌　尿　器　科6B-7220

皮　　膚　　科BB-7221

歯科口腔外科BB-7230

小　　児　　科BB-7231

リハビリテーション科6B-7050

放
臨
保
医
薬

射 線

査
導
談

検
指
相

床
健
療

庶

総
経

予

務
理

調
導

防
　
険

予
指
危

消

消
教
整

通

務

防
養
備

信

信
信

通
通

科6B-71B0
科66-713!

室66-7261
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施　設　名 所在地・電話番号 時　　　　　　間 備　　　考

■月曜休み

太　陽　の　城 明大寺本町１一巳　昔24･2535 平日：午前９時～午後５時（児

童センター）、午前９時～午後
９時（青少年センター）

日曜・祝日：午前９時～午後５
時

祝日の時は翌日休み

竜　美　丘　会　館 東明大寺町５一１　登^4･3951 午前９時～午後９時3口分 第２・４月曜日休み

市　民　会　館 六供町出崎15－l　sr21･gi21

午前９時～午後９時 第] ･ 3月曜日休み
甲山会館 (市民会館敷地内)

甲　　　山　　　閣 六供町甲越6－21　豊23･5〔〕83
沖込受付は市民会館へ)

美　　　術　　　館 明大寺町茶園11－3 豊51M2eO 午前卜〕時～午後日時

中央総合公園 高隆寺町峠１　　　公e5･7日日ﾌ 午前日時～午後日時
(各施設の利用時同はお問い合わせを)

美　術　博　物　館

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ｢ｸﾛｽﾋﾟｱ』

　レストラン「セレーノ｣

高隆寺町峠１　　　豊田･5口口0

(中央総合公園内)

午前10時～午後フ時　　　　　｜

(6/1～9/剔

午前1〔〕時～午後日時　　　　　，月曜日が祝日の時は翌

(10/1～5/31)　　　　　　　．日休み

(美術博物館内)　SP8･5[〕D7 美術博物館に同じ

（美術博物館内）　豊PB･0141 午前ID時30分～午後ID時

奥　殿　陣　屋 奥殿町雑谷下1ﾛ　　豊45･7^3[〕 午前９時30分～午後４時3〔】分

お力ぜき世界子ども美術博物館 岡町鳥居戸1－l　a53･3511 午前９時～午後４時30分
(7／1～8/31は午後５時3D分) 祝日の翌日

月曜日が祝日の時は翌日休み
郷　　　土　　　館 朝日町３丁目36－1 容e3･lD39 午前９時～午後５時

図　　　書　　　館 明大寺町茶園11－3 Q51･2251 午前９時～午後５時

(7/1～8/31の火～金は午後日時)

毎月第３金曜日は休み

月曜日が祝日の時は翌日休み

勤労文化センター 美合町五本松68－12 353･4163
午前９時～午後９時30分

地域職業訓練センター 羽根町小豆坂117-3 き52･4611

■火曜休み

せきれいホール 朝日町３丁目36－5 B^b･0511 午前９時～午後９時30分 第１・３火曜日休み

体　　　育　　　館 六名本町７　　　　容53･1日11 午前９時～午後９時 火曜日が祝日の時は翌日休み

・水曜休み

ふれあいドーム岡崎 下青野町天神77　　343･〔〕1P3 午前９時～午後６時(4月～9月)
午前９時～午後５時(ID月～3月)

祝日は営業

■木曜休み

南　　　公　　　園 若松町萱林1 －1
　遊園地　　　容52･日叩5

　交通広場　　　　a51･4P6

午前９時～午後５時(4月～9月)
午前９時～午後４時(10月n月)

　(プール／７月～日月：午前９
時～午後５時。無休)

木曜日が祝日の時は翌日休み
市政記念日(7/1)は休み

おかざき農遊館 東阿知和町乗越12　S4B*47[]0 午前９時～午後８時(4月～9月)
午前叩寺～午後５時(ID月～3月)

祝日は営業

・休みなし

岡　　　崎　　　城 康生町561（岡崎公園内) Q22･P12P
午前９時～午後５時
(入館は午後４時3口分まで)

三河武士のやかた家康館 康生町l（岡崎公園内）昔e4･2P04

スポーツガーデン 康生通西4丁目71　　昔ps･1733 流水プール／６月下旬～8月末

(天候によって多少変更する場
合があります)アイススケート
場/u月下旬～３月中旬

国民宿舎桑谷山荘 山綱町扇子山2日4　容4B･2日55 チェックイン午後4時

チェックアウト午前ID時

予約は６ヵ月前から受

け付けます

斎　　　　　　　場 才栗町佐世保田卜3 豊46･2688 午前日時3口分～午後５時
(動物焼却の受付は午前中)

友引は休み

※年末・年始の休日については、市政だより12月15日号でお知らせします。
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